
表彰式で大野知事（右）と記念撮影を
する犬井氏（左）

獨協大学名誉教授
犬井正　氏

第
十
六
回
本
多
静
六
賞
受
賞
者
の
御
紹
介

埼
玉
県
農
林
部
森
づ
く
り
課

　主
任

　塩
濵

　瑠
璃
子

質
疑
応
答
の
助
言
等
多
大
な
御
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
武
蔵
野
地
域
に
お
け
る

「
く
ぬ
ぎ
山
地
区
自
然
再
生
協
議
会
」

の
初
代
の
会
長
と
し
て
、
豊
か
な
緑
と

生
物
の
多
様
性
を
維
持
し
、
武
蔵
野
の

風
景
を
将
来
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
な

ど
を
目
標
と
し
た
全
体
構
想
の
取
り
ま

と
め
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
里
山
の
活
用
に
観
光

的
要
素
を
組
み
込
ん
だ
手
法
の
研
究
を

実
践
し
、
地
域
住
民
の
誇
り
や
愛
着
を

育
む
里
山
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
に

も
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

三
　
本
多
静
六
賞
表
彰
式

　
表
彰
式
は
、
令
和
五
年
五
月
三
十
一

日
に
知
事
公
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
し
て
、
林
野
と
人
間
の
諸
活
動
に
関

す
る
研
究
に
取
り
組
ま
れ
、
数
多
く
の

論
説
や
学
術
書
を
上
梓
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
　
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
の「
世
界

農
業
遺
産
」認
定
申
請
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

　
令
和
五
年
七
月
五
日
、
川
越
市
・
所

沢
市
・
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
の
三
市

一
町
か
ら
成
る
武
蔵
野
地
域
の
落
ち
葉

堆
肥
農
法
が
、
関
東
地
方
で
初
め
て「
世

界
農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
都
市
近
郊
で
あ
り
な
が

ら
、
三
〇
〇
年
以
上
も
継
承
さ
れ
て
き

た
伝
統
的
農
業
が
世
界
的
に
高
い
評
価

を
受
け
認
定
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　
犬
井
氏
は
、
平
成
三
十
年
に
、
関
係

市
町
・
農
業
協
同
組
合
・
県
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
「
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農

法
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
」
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
御
就
任
さ
れ
、
専
門
的

な
観
点
か
ら
、
申
請
書
の
作
成
指
導
や

一
　
第
十
六
回
（
令
和
四
年
度
）

　
　
　
　
　
本
多
静
六
賞
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
本
県
出
身
で
日
本
最
初
の

林
学
博
士
と
な
っ
た
本
多
静
六
博
士
の

精
神
を
受
け
継
ぎ
、
緑
と
共
生
す
る
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
を
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
第
十
六
回
本
多
静
六
賞
に
つ
い
て
は
、

計
十
二
件
の
応
募
が
あ
り
、
獨
協
大
学

名
誉
教
授
の
犬
井
正
氏
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
の
で
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

二
　
犬
井
正
氏
の
功
績

　
犬
井
氏
は
、
平
地
林
や
里
山
を
対
象

　
当
日
、
大
野
元
裕
埼
玉
県
知
事
は
、

あ
い
さ
つ
の
中
で
、
「
犬
井
氏
の
数
々

の
お
取
組
は
、
本
多
博
士
が
実
践
し
た

『
緑
と
共
生
す
る
社
会
づ
く
り
』
と
相

通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
『
埼
玉
版
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
』
の
重
点
テ
ー
マ
で
あ
る
『
埼
玉

の
豊
か
な
水
と
緑
を
守
り
育
む
』
取
組

の
手
本
と
な
る
も
の
で
、
正
に
本
多
静

六
賞
に
相
応
し
い
輝
か
し
い
功
績
で
あ

り
ま
す
」
と
称
え
、
表
彰
状
と
賞
金
及

び
記
念
品
で
あ
る
表
彰
状
の
木
製
レ
プ

リ
カ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　四
　
終
わ
り
に

　
埼
玉
県
で
は
本
多
静
六
賞
の
表
彰
を

通
じ
て
、
博
士
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

緑
と
共
生
す
る
社
会
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
七
年
春
季
に
秩
父
ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
を
式
典
会
場
と
し
て
第
七
十

五
回
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
森
林
や
緑
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を

深
め
る
緑
化
運
動
の
中
心
的
行
事
で
あ

り
、
開
催
ま
で
あ
と
一
年
ほ
ど
と
な
り

ま
し
た
。

　
豊
か
な
み
ど
り
を
県
民
全
体
で
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
機
運
を
高
め

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る

機
会
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
御
理

解
・
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
ぬ

た
だ
し

い
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道
路
を
歩
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
天

皇
の
遺
徳
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
締
め
括
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
本
多
博
士

が
願
っ
た
行
動
樹
の
全
国
的
な
普
及

が
、
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
と
し
て

短
期
的
に
ど
れ
だ
け
実
現
で
き
た
の
か

は
、
本
稿
で
は
十
分
に
明
ら
か
に
で
き

ま
せ
ん
が
、
現
在
、
日
本
全
国
の
幹
線

道
路
沿
い
の
街
路
樹
植
栽
が
一
般
的
な

も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
長

期
的
な
視
点
で
み
れ
ば
、
本
多
博
士
の

願
い
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
『
行
道

樹
篇
』は
、
そ
の
普
及
を
目
的
と
し
た

先
駆
的
な
論
集
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
雑
誌
先
行
掲
載
の
「
植
栽
を
勧
む
」

　
『
行
道
樹
篇
』
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」

に
は
、
末
尾
に
「
大
正
二
年
三
月
十
日
」

に
つ
い
て
、
国
民
の
愛
樹
心
や
公
徳
心

の
涵
養
、
景
観
上
の
風
趣
と
と
も
に
、

寒
暖
調
整
や
塵
埃
の
飛
散
防
止
等
、
風

致
・
衛
生
上
の
効
果
や
、
副
産
物
と
し

て
、
木
材
・
果
樹
の
収
益
が
期
待
で
き

る
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
行
道
樹
の
普
及
を
記
念

事
業
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
本
多
博

士
は
、
欧
米
の
行
道
樹
の
事
例
を
ひ
き

あ
い
に
出
し
な
が
ら
も
、
日
本
で
は
千

年
以
上
前
の
孝
謙
天
皇
の
時
代
に
駅
路

上
に
果
樹
行
道
樹
を
整
備
し
て
お
り
、

世
界
に
お
け
る
果
樹
行
道
樹
の
最
初
の

事
例
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
行
道
樹
の
普

及
は
、
日
本
古
来
の
良
制
の
復
活
で
あ

り
、
明
治
天
皇
の
記
念
事
業
と
し
て
相

応
し
い
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
文
末
で
、
記
念
行
道
樹
の

植
栽
を
全
国
民
に
勧
め
る
も
の
で
、
将

来
、
成
長
し
た
行
道
樹
の
植
栽
さ
れ
た

る
た
め
の
追
悼
記
念
事
業
が
議
論
さ
れ

て
い
る
が
、
実
現
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、

費
用
が
莫
大
で
あ
っ
た
り
、
地
域
が
限

定
さ
れ
た
り
、
効
果
の
永
続
性
が
疑
わ

し
か
っ
た
り
と
満
足
で
き
る
も
の
が
見

当
た
ら
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
の
記
念
事

業
は
、
永
遠
か
つ
完
全
な
記
念
事
業
で

あ
っ
て
、
全
国
民
の
賛
同
・
協
力
が
得

ら
れ
る
内
容
で
あ
る
べ
き
と
の
考
え
の

も
と
、
最
も
普
遍
的
・
永
続
的
で
、
少

な
い
費
用
で
誰
も
が
全
国
ど
こ
で
も
実

行
可
能
な
記
念
事
業
と
し
て
、
全
国
の

大
き
な
道
路
沿
い
へ
の
行
道
樹
の
植
栽

を
考
案
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実

現
の
た
め
本
書
を
出
版
し
た
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
行
道
樹
の
普
及
の
効
果

の
成
稿
日
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
実

は
、
本
多
博
士
は
こ
れ
に
先
行
し
て
、

ほ
ぼ
同
内
容
の
「
植
栽
を
勧
む
」
と
題

し
た
論
文
を
大
日
本
山
林
会
の
『
大
日

本
山
林
会
報
』
第
三
百
六
十
号
（
大
正

元
年
十
一
月
十
五
日
発
行
）
に
発
表
し
、

そ
の
後
、
朝
鮮
農
会
の
『
朝
鮮
農
会
報
』

第
八
巻
一
号
・
二
号
（
大
正
二
年
一
月

十
日
・
二
月
十
日
発
行
）
に
も
再
発
表

し
て
い
ま
し
た
。

　
『
大
日
本
山
林
会
報
』
と
『
朝
鮮
農

会
報
』
の
掲
載
内
容
に
大
き
な
差
異
は

無
く
、
『
朝
鮮
農
会
報
』
は
、
掲
載
内

容
を
二
号
に
わ
た
り
分
割
し
て
連
載
し

た
も
の
で
す
。
『
朝
鮮
農
会
報
』
は
、

当
時
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
半

島
の
人
々
を
対
象
と
し
た
雑
誌
な
の
で
、

本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
の
追
悼
記
念

事
業
と
し
て
の
行
動
樹
の
普
及
を
日
本

だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
半
島
で
も
実
現
し

よ
う
と
し
て
の
再
発
表
だ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
雑
誌
掲
載
の
「
植
栽
を
勧
む
」

と
『
行
道
樹
篇
』
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」

を
比
べ
て
み
る
と
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ

で
す
が
、
一
部
に
文
言
の
増
補
・
修
正

が
み
ら
れ
ま
す
。

　
文
言
の
修
正
に
よ
り
雑
誌
掲
載
の

「
植
栽
を
勧
む
」
に
の
み
確
認
で
き
る

内
容
と
し
て
、
「
百
数
十
頁
」
の
『
行

道
樹
篇
』
原
稿
が
ほ
ぼ
完
成
状
態
に
あ

明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
の
追
悼
記
念

事
業
と
し
て
国
民
の
間
で
気
運
が
高
ま

り
、
官
民
挙
げ
て
取
り
組
ま
れ
た
一
大

事
業
で
し
た
が
、
実
は
こ
れ
以
前
に
、

本
多
博
士
自
身
が
明
治
天
皇
の
追
悼
記

念
事
業
を
企
画
し
て
実
行
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
れ
が
、
こ
の
『
行
道
樹
篇
』
の
出

版
で
し
た
。
本
書
は
、
本
多
博
士
の
林

学
に
関
す
る
著
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
本
稿
で
は
、
明
治
天
皇
追
悼

記
念
事
業
と
し
て
の
経
緯
や
目
的
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
に
着

目
す
る
も
の
で
す
。

■
『
行
道
樹
篇
』
に
つ
い
て

　
『
行
道
樹
篇
』
は
、
大
正
二
年
四
月

十
三
日
に
東
京
の
三
浦
書
店
か
ら
出
版

さ
れ
た
本
多
博
士
の
著
書
で
す
。
本
書

は
、
出
版
当
時
の
日
本
で
は
、
現
在
ほ

ど
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
道
路
沿
い
に

植
栽
さ
れ
た
街
路
樹
、
す
な
わ
ち
行
道

樹
の
普
及
の
た
め
、
樹
種
の
選
定
、
植

栽
、
管
理
等
の
理
論
や
実
践
方
法
を
都

市
部
と
地
方
と
に
分
け
て
論
述
し
、
学

校
等
道
路
以
外
の
公
共
の
場
の
植
栽
樹

木
で
あ
る
緑
蔭
樹
に
つ
い
て
も
論
述
し

た
内
容
で
す
。
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
、

「
緒
言
」
と
全
二
百
十
六
頁
に
お
よ
ぶ

本
編
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
題
名
に
「
明
治
天
皇
記
念
」

が
携
わ
っ
た
事
績
や
、
本
市
の
本
多
博

士
の
親
族
等
か
ら
神
宮
の
森
づ
く
り
の

た
め
に
献
木
が
あ
っ
た
こ
と
を
写
真
パ

ネ
ル
や
現
物
資
料
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
「
明
治
天
皇
と
久

喜
」展
の
本
多
博
士
に
係
わ
る
展
示
資

料
の
う
ち
、
本
多
博
士
の
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
の
著
書
『
（
本
多
造
林

学
後
論
ノ
三
）
明
治
天
皇
記
念
　
行
道

樹
篇
　
附
緑
蔭
樹
』
（
以
下
『
行
道
樹

篇
』
と
表
記
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
明
治
天
皇
記
念
　
行
道
樹
ノ
植
栽
ヲ

勧
ム
」
（
以
下
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
と
表

記
）
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　
本
多
博
士
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一

五
）
に
明
治
神
宮
造
営
局
参
与
と
な
り
、

明
治
神
宮
の
境
内
地
の
設
計

を
手
が
け
、
百
年
以
上
の
歳

月
を
か
け
て
人
工
林
を
自
然

の
森
と
遜
色
な
い
姿
へ
と
成

長
さ
せ
る
「
天
然
更
新
」
の

技
法
を
導
入
し
た
神
宮
の
森

づ
く
り
な
ど
で
大
き
な
成
果

を
遺
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
明
治
神
宮
の
造
営
は
、

■
は
じ
め
に

　
久
喜
市
立
郷
土
資
料
館
で
は
、
令
和

四
年
七
月
二
十
日
か
ら
九
月
四
日
に
か

け
て
、
令
和
四
年
度
埼
玉
県
東
部
地
区

連
携
展
示
「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
展
示
は
、
宮
内
庁
宮

内
公
文
書
館
と
本
市
を
含
め
た
埼
玉
県

東
部
地
区
の
近
代
の
皇
室
と
ゆ
か
り
の

あ
る
七
市
町
に
よ
る
連
携
展
示
「
埼
玉

県
東
部
と
近
代
の
皇
室
」
の
一
環
と
し

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
展
で
は
、
本

市
と
近
代
の
皇
室
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

明
治
天
皇
の
本
市
栗
橋
地
区
と
鷲
宮
地

区
へ
の
行
幸
の
事
績
と
と
も
に
、
明
治

天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
を
祀
る
明
治
神
宮

の
造
営
に
本
市
出
身
の
本
多
静
六
博
士

を
冠
し
、
冒
頭
頁
に
「
恭
シ
ク
此
行
道

樹
篇
ヲ
捧
ゲ
　
明
治
天
皇
ノ
御
聖
徳
ヲ

記
念
シ
奉
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
明
治
天
皇
の
追
悼
記
念
事
業
の
意

図
と
同
時
に
、
「
本
多
造
林
学
後
論
ノ

三
」
と
冠
す
る
よ
う
に
、
本
多
博
士
の

造
林
学
に
関
す
る
一
連
の
著
作
と
し
て

も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
「
緒

言
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
書
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」（https://dl.ndl.go.jp/ja/

）

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
本
が
デ
ジ
タ
ル
化
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
五
年
現
在
、
個
人
・
図

書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
送
信
サ
ー
ビ
ス

限
定
の
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
閲
覧
は

比
較
的
容
易
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
は
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
に
出
版
さ
れ
た
第
三
版

に
あ
た
り
ま
す
が
、
初
版
本
に
あ
た
る

「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
展
の
展
示
資
料

と
比
べ
て
も
、
内
容
に
大
き
な
差
異
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
の
内
容
に
つ
い
て

　
『
行
道
樹
篇
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

全
六
頁
に
お
よ
ぶ
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
、

本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
崩
御
後
、
国

民
の
間
で
広
ま
る
哀
悼
の
風
潮
の
中
で
、

明
治
天
皇
の
遺
徳
を
永
く
将
来
へ
伝
え

■
お
わ
り
に

　
明
治
時
代
の
終
焉
に
直
面
し
た
本
多

博
士
は
、
今
す
ぐ
自
分
自
身
が
実
行
可

能
で
、
自
身
の
信
念
に
基
づ
く
合
理
的

内
容
の
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
と
し

て
『
行
道
樹
篇
』
の
出
版
を
急
ぎ
ま
し

た
。

　
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
本
多
博
士
の
思
想
や
文
章
表
現
か
ら

は
、
本
多
博
士
の
明
治
天
皇
に
対
す
る

崇
敬
の
念
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
明
治
時
代
を
生
き
た
当
時
の
多
く

の
人
々
と
同
様
に
、
本
多
博
士
の
根
底

に
こ
う
し
た
心
情
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

明
治
天
皇
崩
御
の
衝
撃
や
喪
失
感
が
、

そ
の
追
悼
記
念
事
業
実
現
の
強
い
意
思

へ
と
突
き
動
か
し
た
も
の
と
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

『
行
道
樹
篇
』
の
骨
子
原
稿
が
で
き
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
多
博
士
自

身
は
、
こ
の
時
点
で
『
行
道
樹
篇
』
を

い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
す
ぐ
に

で
も
出
版
し
た
い
と
い
う
希
望
で
し
た

が
、
『
行
道
樹
篇
』
の
「
緒
言
」
で
、

明
治
天
皇
の
追
悼
記
念
事
業
で
あ
る
か

ら
こ
そ
「
特
ニ
筆
ヲ
浄
メ
慎
重
稿
ヲ
起

シ
タ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の

後
内
容
の
見
直
し
や
増
補
が
行
わ
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
大
正

二
年
三
月
十
日
ま
で
に
「
二
百
十
余
頁
」

の
『
行
道
樹
篇
』
原
稿
が
完
成
し
、
同

年
四
月
十
三
日
に
出
版
に
至
っ
た
と
い

う
流
れ
が
復
元
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
行
道
樹
篇
』
の
出

版
は
、
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
準
備

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

り
、
す
ぐ
に
で
も
印
刷
し
て
出
版
し
た

い
が
、
出
版
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
内
容
が
専
門

的
で
一
般
人
の
通
読
に
適
さ
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、
二
〜
三
人
の
先
輩
か
ら
、
一

日
で
も
早
く
こ
の
内
容
を
発
表
す
る
こ

と
が
公
益
で
あ
る
と
助
言
を
受
け
た
の

で
、
雑
誌
に
大
要
を
寄
稿
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
「
行

道
樹
の
植
栽
方
法
」
と
し
て
、
『
行
道

樹
篇
』
本
編
の
内
容
を
要
約
し
た
論
述

が
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
、
本
多
博
士
は
、

明
治
天
皇
の
大
喪
の
礼
を
終
え
た
翌
日

（
大
正
元
年
九
月
十
六
日
）
か
ら
追
悼

記
念
事
業
の
検
討
を
始
め
た
と
述
べ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
二
か
月
後
に
『
大
日

本
山
林
会
報
』
で
「
植
栽
を
勧
む
」
を

発
表
し
た
時
点
で
「
百
数
十
頁
」
の

「
明
治
天
皇
記
念

　行
道
樹
ノ
植
栽
ヲ
勧
ム
」
に
み
る

 
本
多
静
六
の
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
に
つ
い
て

久
喜
市
教
育
委
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文
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財
保
護
課
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じ
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い
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道
路
を
歩
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
天

皇
の
遺
徳
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
締
め
括
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
本
多
博
士

が
願
っ
た
行
動
樹
の
全
国
的
な
普
及

が
、
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
と
し
て

短
期
的
に
ど
れ
だ
け
実
現
で
き
た
の
か

は
、
本
稿
で
は
十
分
に
明
ら
か
に
で
き

ま
せ
ん
が
、
現
在
、
日
本
全
国
の
幹
線

道
路
沿
い
の
街
路
樹
植
栽
が
一
般
的
な

も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
長

期
的
な
視
点
で
み
れ
ば
、
本
多
博
士
の

願
い
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
『
行
道

樹
篇
』は
、
そ
の
普
及
を
目
的
と
し
た

先
駆
的
な
論
集
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
雑
誌
先
行
掲
載
の
「
植
栽
を
勧
む
」

　
『
行
道
樹
篇
』
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」

に
は
、
末
尾
に
「
大
正
二
年
三
月
十
日
」

に
つ
い
て
、
国
民
の
愛
樹
心
や
公
徳
心

の
涵
養
、
景
観
上
の
風
趣
と
と
も
に
、

寒
暖
調
整
や
塵
埃
の
飛
散
防
止
等
、
風

致
・
衛
生
上
の
効
果
や
、
副
産
物
と
し

て
、
木
材
・
果
樹
の
収
益
が
期
待
で
き

る
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
行
道
樹
の
普
及
を
記
念

事
業
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
本
多
博

士
は
、
欧
米
の
行
道
樹
の
事
例
を
ひ
き

あ
い
に
出
し
な
が
ら
も
、
日
本
で
は
千

年
以
上
前
の
孝
謙
天
皇
の
時
代
に
駅
路

上
に
果
樹
行
道
樹
を
整
備
し
て
お
り
、

世
界
に
お
け
る
果
樹
行
道
樹
の
最
初
の

事
例
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
行
道
樹
の
普

及
は
、
日
本
古
来
の
良
制
の
復
活
で
あ

り
、
明
治
天
皇
の
記
念
事
業
と
し
て
相

応
し
い
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
文
末
で
、
記
念
行
道
樹
の

植
栽
を
全
国
民
に
勧
め
る
も
の
で
、
将

来
、
成
長
し
た
行
道
樹
の
植
栽
さ
れ
た

る
た
め
の
追
悼
記
念
事
業
が
議
論
さ
れ

て
い
る
が
、
実
現
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、

費
用
が
莫
大
で
あ
っ
た
り
、
地
域
が
限

定
さ
れ
た
り
、
効
果
の
永
続
性
が
疑
わ

し
か
っ
た
り
と
満
足
で
き
る
も
の
が
見

当
た
ら
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
の
記
念
事

業
は
、
永
遠
か
つ
完
全
な
記
念
事
業
で

あ
っ
て
、
全
国
民
の
賛
同
・
協
力
が
得

ら
れ
る
内
容
で
あ
る
べ
き
と
の
考
え
の

も
と
、
最
も
普
遍
的
・
永
続
的
で
、
少

な
い
費
用
で
誰
も
が
全
国
ど
こ
で
も
実

行
可
能
な
記
念
事
業
と
し
て
、
全
国
の

大
き
な
道
路
沿
い
へ
の
行
道
樹
の
植
栽

を
考
案
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実

現
の
た
め
本
書
を
出
版
し
た
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
行
道
樹
の
普
及
の
効
果

の
成
稿
日
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
実

は
、
本
多
博
士
は
こ
れ
に
先
行
し
て
、

ほ
ぼ
同
内
容
の
「
植
栽
を
勧
む
」
と
題

し
た
論
文
を
大
日
本
山
林
会
の
『
大
日

本
山
林
会
報
』
第
三
百
六
十
号
（
大
正

元
年
十
一
月
十
五
日
発
行
）
に
発
表
し
、

そ
の
後
、
朝
鮮
農
会
の
『
朝
鮮
農
会
報
』

第
八
巻
一
号
・
二
号
（
大
正
二
年
一
月

十
日
・
二
月
十
日
発
行
）
に
も
再
発
表

し
て
い
ま
し
た
。

　
『
大
日
本
山
林
会
報
』
と
『
朝
鮮
農

会
報
』
の
掲
載
内
容
に
大
き
な
差
異
は

無
く
、
『
朝
鮮
農
会
報
』
は
、
掲
載
内

容
を
二
号
に
わ
た
り
分
割
し
て
連
載
し

た
も
の
で
す
。
『
朝
鮮
農
会
報
』
は
、

当
時
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
半

島
の
人
々
を
対
象
と
し
た
雑
誌
な
の
で
、

本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
の
追
悼
記
念

事
業
と
し
て
の
行
動
樹
の
普
及
を
日
本

だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
半
島
で
も
実
現
し

よ
う
と
し
て
の
再
発
表
だ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
雑
誌
掲
載
の
「
植
栽
を
勧
む
」

と
『
行
道
樹
篇
』
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」

を
比
べ
て
み
る
と
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ

で
す
が
、
一
部
に
文
言
の
増
補
・
修
正

が
み
ら
れ
ま
す
。

　
文
言
の
修
正
に
よ
り
雑
誌
掲
載
の

「
植
栽
を
勧
む
」
に
の
み
確
認
で
き
る

内
容
と
し
て
、
「
百
数
十
頁
」
の
『
行

道
樹
篇
』
原
稿
が
ほ
ぼ
完
成
状
態
に
あ

明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
の
追
悼
記
念

事
業
と
し
て
国
民
の
間
で
気
運
が
高
ま

り
、
官
民
挙
げ
て
取
り
組
ま
れ
た
一
大

事
業
で
し
た
が
、
実
は
こ
れ
以
前
に
、

本
多
博
士
自
身
が
明
治
天
皇
の
追
悼
記

念
事
業
を
企
画
し
て
実
行
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
れ
が
、
こ
の
『
行
道
樹
篇
』
の
出

版
で
し
た
。
本
書
は
、
本
多
博
士
の
林

学
に
関
す
る
著
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
本
稿
で
は
、
明
治
天
皇
追
悼

記
念
事
業
と
し
て
の
経
緯
や
目
的
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
に
着

目
す
る
も
の
で
す
。

■
『
行
道
樹
篇
』
に
つ
い
て

　
『
行
道
樹
篇
』
は
、
大
正
二
年
四
月

十
三
日
に
東
京
の
三
浦
書
店
か
ら
出
版

さ
れ
た
本
多
博
士
の
著
書
で
す
。
本
書

は
、
出
版
当
時
の
日
本
で
は
、
現
在
ほ

ど
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
道
路
沿
い
に

植
栽
さ
れ
た
街
路
樹
、
す
な
わ
ち
行
道

樹
の
普
及
の
た
め
、
樹
種
の
選
定
、
植

栽
、
管
理
等
の
理
論
や
実
践
方
法
を
都

市
部
と
地
方
と
に
分
け
て
論
述
し
、
学

校
等
道
路
以
外
の
公
共
の
場
の
植
栽
樹

木
で
あ
る
緑
蔭
樹
に
つ
い
て
も
論
述
し

た
内
容
で
す
。
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
、

「
緒
言
」
と
全
二
百
十
六
頁
に
お
よ
ぶ

本
編
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
題
名
に
「
明
治
天
皇
記
念
」

が
携
わ
っ
た
事
績
や
、
本
市
の
本
多
博

士
の
親
族
等
か
ら
神
宮
の
森
づ
く
り
の

た
め
に
献
木
が
あ
っ
た
こ
と
を
写
真
パ

ネ
ル
や
現
物
資
料
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
「
明
治
天
皇
と
久

喜
」展
の
本
多
博
士
に
係
わ
る
展
示
資

料
の
う
ち
、
本
多
博
士
の
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
の
著
書
『
（
本
多
造
林

学
後
論
ノ
三
）
明
治
天
皇
記
念
　
行
道

樹
篇
　
附
緑
蔭
樹
』
（
以
下
『
行
道
樹

篇
』
と
表
記
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
明
治
天
皇
記
念
　
行
道
樹
ノ
植
栽
ヲ

勧
ム
」
（
以
下
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
と
表

記
）
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　
本
多
博
士
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一

五
）
に
明
治
神
宮
造
営
局
参
与
と
な
り
、

明
治
神
宮
の
境
内
地
の
設
計

を
手
が
け
、
百
年
以
上
の
歳

月
を
か
け
て
人
工
林
を
自
然

の
森
と
遜
色
な
い
姿
へ
と
成

長
さ
せ
る
「
天
然
更
新
」
の

技
法
を
導
入
し
た
神
宮
の
森

づ
く
り
な
ど
で
大
き
な
成
果

を
遺
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
明
治
神
宮
の
造
営
は
、

■
は
じ
め
に

　
久
喜
市
立
郷
土
資
料
館
で
は
、
令
和

四
年
七
月
二
十
日
か
ら
九
月
四
日
に
か

け
て
、
令
和
四
年
度
埼
玉
県
東
部
地
区

連
携
展
示
「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
展
示
は
、
宮
内
庁
宮

内
公
文
書
館
と
本
市
を
含
め
た
埼
玉
県

東
部
地
区
の
近
代
の
皇
室
と
ゆ
か
り
の

あ
る
七
市
町
に
よ
る
連
携
展
示
「
埼
玉

県
東
部
と
近
代
の
皇
室
」
の
一
環
と
し

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
展
で
は
、
本

市
と
近
代
の
皇
室
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

明
治
天
皇
の
本
市
栗
橋
地
区
と
鷲
宮
地

区
へ
の
行
幸
の
事
績
と
と
も
に
、
明
治

天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
を
祀
る
明
治
神
宮

の
造
営
に
本
市
出
身
の
本
多
静
六
博
士

を
冠
し
、
冒
頭
頁
に
「
恭
シ
ク
此
行
道

樹
篇
ヲ
捧
ゲ
　
明
治
天
皇
ノ
御
聖
徳
ヲ

記
念
シ
奉
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
明
治
天
皇
の
追
悼
記
念
事
業
の
意

図
と
同
時
に
、
「
本
多
造
林
学
後
論
ノ

三
」
と
冠
す
る
よ
う
に
、
本
多
博
士
の

造
林
学
に
関
す
る
一
連
の
著
作
と
し
て

も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
「
緒

言
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
書
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」（https://dl.ndl.go.jp/ja/

）

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
本
が
デ
ジ
タ
ル
化
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
五
年
現
在
、
個
人
・
図

書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
送
信
サ
ー
ビ
ス

限
定
の
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
閲
覧
は

比
較
的
容
易
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
は
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
に
出
版
さ
れ
た
第
三
版

に
あ
た
り
ま
す
が
、
初
版
本
に
あ
た
る

「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
展
の
展
示
資
料

と
比
べ
て
も
、
内
容
に
大
き
な
差
異
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
の
内
容
に
つ
い
て

　
『
行
道
樹
篇
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

全
六
頁
に
お
よ
ぶ
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
、

本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
崩
御
後
、
国

民
の
間
で
広
ま
る
哀
悼
の
風
潮
の
中
で
、

明
治
天
皇
の
遺
徳
を
永
く
将
来
へ
伝
え

■
お
わ
り
に

　
明
治
時
代
の
終
焉
に
直
面
し
た
本
多

博
士
は
、
今
す
ぐ
自
分
自
身
が
実
行
可

能
で
、
自
身
の
信
念
に
基
づ
く
合
理
的

内
容
の
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
と
し

て
『
行
道
樹
篇
』
の
出
版
を
急
ぎ
ま
し

た
。

　
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
本
多
博
士
の
思
想
や
文
章
表
現
か
ら

は
、
本
多
博
士
の
明
治
天
皇
に
対
す
る

崇
敬
の
念
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
明
治
時
代
を
生
き
た
当
時
の
多
く

の
人
々
と
同
様
に
、
本
多
博
士
の
根
底

に
こ
う
し
た
心
情
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

明
治
天
皇
崩
御
の
衝
撃
や
喪
失
感
が
、

そ
の
追
悼
記
念
事
業
実
現
の
強
い
意
思

へ
と
突
き
動
か
し
た
も
の
と
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

『
行
道
樹
篇
』
の
骨
子
原
稿
が
で
き
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
多
博
士
自

身
は
、
こ
の
時
点
で
『
行
道
樹
篇
』
を

い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
す
ぐ
に

で
も
出
版
し
た
い
と
い
う
希
望
で
し
た

が
、
『
行
道
樹
篇
』
の
「
緒
言
」
で
、

明
治
天
皇
の
追
悼
記
念
事
業
で
あ
る
か

ら
こ
そ
「
特
ニ
筆
ヲ
浄
メ
慎
重
稿
ヲ
起

シ
タ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の

後
内
容
の
見
直
し
や
増
補
が
行
わ
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
大
正

二
年
三
月
十
日
ま
で
に
「
二
百
十
余
頁
」

の
『
行
道
樹
篇
』
原
稿
が
完
成
し
、
同

年
四
月
十
三
日
に
出
版
に
至
っ
た
と
い

う
流
れ
が
復
元
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
行
道
樹
篇
』
の
出

版
は
、
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
準
備

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

り
、
す
ぐ
に
で
も
印
刷
し
て
出
版
し
た

い
が
、
出
版
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
内
容
が
専
門

的
で
一
般
人
の
通
読
に
適
さ
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、
二
〜
三
人
の
先
輩
か
ら
、
一

日
で
も
早
く
こ
の
内
容
を
発
表
す
る
こ

と
が
公
益
で
あ
る
と
助
言
を
受
け
た
の

で
、
雑
誌
に
大
要
を
寄
稿
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
「
行

道
樹
の
植
栽
方
法
」
と
し
て
、
『
行
道

樹
篇
』
本
編
の
内
容
を
要
約
し
た
論
述

が
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
、
本
多
博
士
は
、

明
治
天
皇
の
大
喪
の
礼
を
終
え
た
翌
日

（
大
正
元
年
九
月
十
六
日
）
か
ら
追
悼

記
念
事
業
の
検
討
を
始
め
た
と
述
べ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
二
か
月
後
に
『
大
日

本
山
林
会
報
』
で
「
植
栽
を
勧
む
」
を

発
表
し
た
時
点
で
「
百
数
十
頁
」
の

「
明
治
天
皇
記
念

　行
道
樹
ノ
植
栽
ヲ
勧
ム
」
に
み
る

 

本
多
静
六
の
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
に
つ
い
て

久
喜
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

　主
任
兼
学
芸
員

　松
村

　憲
治

明治天皇の御真影
（久喜市立郷土資料館蔵）

明治神宮遷宮式に参列した造営局の人 （々個人蔵）

『（本多造林学後論ノ三）明治天皇記念　行
道樹篇　附緑蔭樹』所収「明治天皇記念行
道樹ノ植栽ヲ勧ム」の冒頭部分（個人蔵）

こ
う
ど
う

じ
ゅ
へ
ん

ふ
う
し
ゅ

か
ん
よ
う

じ
ん
あ
い
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本多静六講演録
『飯能遊覧地設計』
飯能市立博物館所蔵

特別展「天覧山」での展示

リーフレット「飯能天覧山附近飯能附近ハイキングコース」（部分）

　本多は案内マップの作成と鉄道利用者への配布を提言していました。
　リーフレットには、「つつぢ」や「吾妻吉野（東吉野）」の記載があり、飯能遊
覧地の痕跡がうかがえます。

昭和初期　飯能市立博物館所蔵

当館から見える天覧山

絵葉書「獅子岩」

　以前は松の生い茂
る岩場でしたが、本
多の提言に則して梯
子や手すりなどを設
置しているのがわか
ります。現在、梯子
は撤去され、手すり
はチェーンに代えら
れています。
　なお、本多は絵葉
書の発行も提言して
います。

大正～昭和初期
飯能市立博物館所蔵

　
飯
能
市
を
代
表
す
る
観
光
名
所
で
あ

る
天
覧
山
。
市
街
地
に
隣
接
し
、
標
高

は
一
九
七
ｍ
、
埼
玉
県
初
の
県
指
定
名

勝
で
す
。
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）

年
、
飯
能
の
人
々
は
天
覧
山
一
帯
の
観

光
化
の
た
め
、
本
多
静
六
を
招
い
て
設

計
を
依
頼
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
正

四
（
一
九
一
五
）
年
に
武
蔵
野
鉄
道

（
現
：
西
武
池
袋
線
）
が
開
通
す
る
こ

と
を
見
据
え
て
の
動
き
で
し
た
。
本
多

に
よ
る
「
飯
能
遊
覧
地
」
計
画
は
、
飯

能
の
観
光
の
礎
と
な
る
一
大
プ
ラ
ン
で

あ
り
な
が
ら
、
現
存
す
る
主
な
資
料
が

講
演
録
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
実
態
は

謎
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
に
飯
能
市
立
博
物
館
で
は

特
別
展
「
天
覧
山
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
同
計
画
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
進
め
、
設
計
内
容
の
全
貌
を
図
化
し

て
展
示
し
ま
し
た
。
現
在
と
異
な
る
部

分
を
資
料
の
断
片
的
な
情
報
で
補
完
し

つ
つ
設
計
内
容
を
絵
や
コ
メ
ン
ト
に
し

て
配
置
し
完
成
し
た
の
が
、
次
ペ
ー
ジ

の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
で
す
。

　
マ
ッ
プ
と
し
て
位
置
を
落
と
し
た
こ

と
で
、
天
覧
山
を
中
心
と
し
た
「
第
一

回
覧
区
域
」
と
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
隣

接
す
る
多
峯
主
山
へ
と
足
を
延
ば
す

「
第
二
回
覧
区
域
」
で
特
色
を
持
た
せ

た
本
多
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
が
は
っ

き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
の
自
然
環
境
の
魅
力
を
大

切
に
す
る
一
方
で
、
宣
伝
方
法
や
外
国

人
観
光
客
の
受
け
入
れ
な
ど
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ま
で
網
羅
し
た
、
本
多
の
計
画

の
先
進
性
に
も
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
里
山
と
し
て
の
現

在
の
姿
と
は
ま
た
違

う
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ

の
風
景
で
、
本
多
静

六
、
そ
し
て
当
時
の

飯
能
の
人
々
が
思
い

描
い
た
夢
の
遊
覧
地

を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

道
路
を
歩
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
天

皇
の
遺
徳
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
締
め
括
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
本
多
博
士

が
願
っ
た
行
動
樹
の
全
国
的
な
普
及

が
、
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
と
し
て

短
期
的
に
ど
れ
だ
け
実
現
で
き
た
の
か

は
、
本
稿
で
は
十
分
に
明
ら
か
に
で
き

ま
せ
ん
が
、
現
在
、
日
本
全
国
の
幹
線

道
路
沿
い
の
街
路
樹
植
栽
が
一
般
的
な

も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
長

期
的
な
視
点
で
み
れ
ば
、
本
多
博
士
の

願
い
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
『
行
道

樹
篇
』は
、
そ
の
普
及
を
目
的
と
し
た

先
駆
的
な
論
集
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
雑
誌
先
行
掲
載
の
「
植
栽
を
勧
む
」

　
『
行
道
樹
篇
』
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」

に
は
、
末
尾
に
「
大
正
二
年
三
月
十
日
」

に
つ
い
て
、
国
民
の
愛
樹
心
や
公
徳
心

の
涵
養
、
景
観
上
の
風
趣
と
と
も
に
、

寒
暖
調
整
や
塵
埃
の
飛
散
防
止
等
、
風

致
・
衛
生
上
の
効
果
や
、
副
産
物
と
し

て
、
木
材
・
果
樹
の
収
益
が
期
待
で
き

る
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
行
道
樹
の
普
及
を
記
念

事
業
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
本
多
博

士
は
、
欧
米
の
行
道
樹
の
事
例
を
ひ
き

あ
い
に
出
し
な
が
ら
も
、
日
本
で
は
千

年
以
上
前
の
孝
謙
天
皇
の
時
代
に
駅
路

上
に
果
樹
行
道
樹
を
整
備
し
て
お
り
、

世
界
に
お
け
る
果
樹
行
道
樹
の
最
初
の

事
例
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
行
道
樹
の
普

及
は
、
日
本
古
来
の
良
制
の
復
活
で
あ

り
、
明
治
天
皇
の
記
念
事
業
と
し
て
相

応
し
い
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
文
末
で
、
記
念
行
道
樹
の

植
栽
を
全
国
民
に
勧
め
る
も
の
で
、
将

来
、
成
長
し
た
行
道
樹
の
植
栽
さ
れ
た

る
た
め
の
追
悼
記
念
事
業
が
議
論
さ
れ

て
い
る
が
、
実
現
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、

費
用
が
莫
大
で
あ
っ
た
り
、
地
域
が
限

定
さ
れ
た
り
、
効
果
の
永
続
性
が
疑
わ

し
か
っ
た
り
と
満
足
で
き
る
も
の
が
見

当
た
ら
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
の
記
念
事

業
は
、
永
遠
か
つ
完
全
な
記
念
事
業
で

あ
っ
て
、
全
国
民
の
賛
同
・
協
力
が
得

ら
れ
る
内
容
で
あ
る
べ
き
と
の
考
え
の

も
と
、
最
も
普
遍
的
・
永
続
的
で
、
少

な
い
費
用
で
誰
も
が
全
国
ど
こ
で
も
実

行
可
能
な
記
念
事
業
と
し
て
、
全
国
の

大
き
な
道
路
沿
い
へ
の
行
道
樹
の
植
栽

を
考
案
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実

現
の
た
め
本
書
を
出
版
し
た
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
行
道
樹
の
普
及
の
効
果

の
成
稿
日
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
実

は
、
本
多
博
士
は
こ
れ
に
先
行
し
て
、

ほ
ぼ
同
内
容
の
「
植
栽
を
勧
む
」
と
題

し
た
論
文
を
大
日
本
山
林
会
の
『
大
日

本
山
林
会
報
』
第
三
百
六
十
号
（
大
正

元
年
十
一
月
十
五
日
発
行
）
に
発
表
し
、

そ
の
後
、
朝
鮮
農
会
の
『
朝
鮮
農
会
報
』

第
八
巻
一
号
・
二
号
（
大
正
二
年
一
月

十
日
・
二
月
十
日
発
行
）
に
も
再
発
表

し
て
い
ま
し
た
。

　
『
大
日
本
山
林
会
報
』
と
『
朝
鮮
農

会
報
』
の
掲
載
内
容
に
大
き
な
差
異
は

無
く
、
『
朝
鮮
農
会
報
』
は
、
掲
載
内

容
を
二
号
に
わ
た
り
分
割
し
て
連
載
し

た
も
の
で
す
。
『
朝
鮮
農
会
報
』
は
、

当
時
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
半

島
の
人
々
を
対
象
と
し
た
雑
誌
な
の
で
、

本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
の
追
悼
記
念

事
業
と
し
て
の
行
動
樹
の
普
及
を
日
本

だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
半
島
で
も
実
現
し

よ
う
と
し
て
の
再
発
表
だ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
雑
誌
掲
載
の
「
植
栽
を
勧
む
」

と
『
行
道
樹
篇
』
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」

を
比
べ
て
み
る
と
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ

で
す
が
、
一
部
に
文
言
の
増
補
・
修
正

が
み
ら
れ
ま
す
。

　
文
言
の
修
正
に
よ
り
雑
誌
掲
載
の

「
植
栽
を
勧
む
」
に
の
み
確
認
で
き
る

内
容
と
し
て
、
「
百
数
十
頁
」
の
『
行

道
樹
篇
』
原
稿
が
ほ
ぼ
完
成
状
態
に
あ

明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
の
追
悼
記
念

事
業
と
し
て
国
民
の
間
で
気
運
が
高
ま

り
、
官
民
挙
げ
て
取
り
組
ま
れ
た
一
大

事
業
で
し
た
が
、
実
は
こ
れ
以
前
に
、

本
多
博
士
自
身
が
明
治
天
皇
の
追
悼
記

念
事
業
を
企
画
し
て
実
行
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
れ
が
、
こ
の
『
行
道
樹
篇
』
の
出

版
で
し
た
。
本
書
は
、
本
多
博
士
の
林

学
に
関
す
る
著
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
本
稿
で
は
、
明
治
天
皇
追
悼

記
念
事
業
と
し
て
の
経
緯
や
目
的
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
に
着

目
す
る
も
の
で
す
。

■
『
行
道
樹
篇
』
に
つ
い
て

　
『
行
道
樹
篇
』
は
、
大
正
二
年
四
月

十
三
日
に
東
京
の
三
浦
書
店
か
ら
出
版

さ
れ
た
本
多
博
士
の
著
書
で
す
。
本
書

は
、
出
版
当
時
の
日
本
で
は
、
現
在
ほ

ど
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
道
路
沿
い
に

植
栽
さ
れ
た
街
路
樹
、
す
な
わ
ち
行
道

樹
の
普
及
の
た
め
、
樹
種
の
選
定
、
植

栽
、
管
理
等
の
理
論
や
実
践
方
法
を
都

市
部
と
地
方
と
に
分
け
て
論
述
し
、
学

校
等
道
路
以
外
の
公
共
の
場
の
植
栽
樹

木
で
あ
る
緑
蔭
樹
に
つ
い
て
も
論
述
し

た
内
容
で
す
。
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
、

「
緒
言
」
と
全
二
百
十
六
頁
に
お
よ
ぶ

本
編
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
題
名
に
「
明
治
天
皇
記
念
」

が
携
わ
っ
た
事
績
や
、
本
市
の
本
多
博

士
の
親
族
等
か
ら
神
宮
の
森
づ
く
り
の

た
め
に
献
木
が
あ
っ
た
こ
と
を
写
真
パ

ネ
ル
や
現
物
資
料
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
「
明
治
天
皇
と
久

喜
」展
の
本
多
博
士
に
係
わ
る
展
示
資

料
の
う
ち
、
本
多
博
士
の
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
の
著
書
『
（
本
多
造
林

学
後
論
ノ
三
）
明
治
天
皇
記
念
　
行
道

樹
篇
　
附
緑
蔭
樹
』
（
以
下
『
行
道
樹

篇
』
と
表
記
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
明
治
天
皇
記
念
　
行
道
樹
ノ
植
栽
ヲ

勧
ム
」
（
以
下
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
と
表

記
）
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　
本
多
博
士
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一

五
）
に
明
治
神
宮
造
営
局
参
与
と
な
り
、

明
治
神
宮
の
境
内
地
の
設
計

を
手
が
け
、
百
年
以
上
の
歳

月
を
か
け
て
人
工
林
を
自
然

の
森
と
遜
色
な
い
姿
へ
と
成

長
さ
せ
る
「
天
然
更
新
」
の

技
法
を
導
入
し
た
神
宮
の
森

づ
く
り
な
ど
で
大
き
な
成
果

を
遺
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
明
治
神
宮
の
造
営
は
、

■
は
じ
め
に

　
久
喜
市
立
郷
土
資
料
館
で
は
、
令
和

四
年
七
月
二
十
日
か
ら
九
月
四
日
に
か

け
て
、
令
和
四
年
度
埼
玉
県
東
部
地
区

連
携
展
示
「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
展
示
は
、
宮
内
庁
宮

内
公
文
書
館
と
本
市
を
含
め
た
埼
玉
県

東
部
地
区
の
近
代
の
皇
室
と
ゆ
か
り
の

あ
る
七
市
町
に
よ
る
連
携
展
示
「
埼
玉

県
東
部
と
近
代
の
皇
室
」
の
一
環
と
し

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
展
で
は
、
本

市
と
近
代
の
皇
室
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

明
治
天
皇
の
本
市
栗
橋
地
区
と
鷲
宮
地

区
へ
の
行
幸
の
事
績
と
と
も
に
、
明
治

天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
を
祀
る
明
治
神
宮

の
造
営
に
本
市
出
身
の
本
多
静
六
博
士

を
冠
し
、
冒
頭
頁
に
「
恭
シ
ク
此
行
道

樹
篇
ヲ
捧
ゲ
　
明
治
天
皇
ノ
御
聖
徳
ヲ

記
念
シ
奉
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
明
治
天
皇
の
追
悼
記
念
事
業
の
意

図
と
同
時
に
、
「
本
多
造
林
学
後
論
ノ

三
」
と
冠
す
る
よ
う
に
、
本
多
博
士
の

造
林
学
に
関
す
る
一
連
の
著
作
と
し
て

も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
「
緒

言
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
書
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」（https://dl.ndl.go.jp/ja/

）

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
本
が
デ
ジ
タ
ル
化
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
五
年
現
在
、
個
人
・
図

書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
送
信
サ
ー
ビ
ス

限
定
の
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
閲
覧
は

比
較
的
容
易
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
は
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
に
出
版
さ
れ
た
第
三
版

に
あ
た
り
ま
す
が
、
初
版
本
に
あ
た
る

「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
展
の
展
示
資
料

と
比
べ
て
も
、
内
容
に
大
き
な
差
異
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
の
内
容
に
つ
い
て

　
『
行
道
樹
篇
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

全
六
頁
に
お
よ
ぶ
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
、

本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
崩
御
後
、
国

民
の
間
で
広
ま
る
哀
悼
の
風
潮
の
中
で
、

明
治
天
皇
の
遺
徳
を
永
く
将
来
へ
伝
え

■
お
わ
り
に

　
明
治
時
代
の
終
焉
に
直
面
し
た
本
多

博
士
は
、
今
す
ぐ
自
分
自
身
が
実
行
可

能
で
、
自
身
の
信
念
に
基
づ
く
合
理
的

内
容
の
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
と
し

て
『
行
道
樹
篇
』
の
出
版
を
急
ぎ
ま
し

た
。

　
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
本
多
博
士
の
思
想
や
文
章
表
現
か
ら

は
、
本
多
博
士
の
明
治
天
皇
に
対
す
る

崇
敬
の
念
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
明
治
時
代
を
生
き
た
当
時
の
多
く

の
人
々
と
同
様
に
、
本
多
博
士
の
根
底

に
こ
う
し
た
心
情
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

明
治
天
皇
崩
御
の
衝
撃
や
喪
失
感
が
、

そ
の
追
悼
記
念
事
業
実
現
の
強
い
意
思

へ
と
突
き
動
か
し
た
も
の
と
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

『
行
道
樹
篇
』
の
骨
子
原
稿
が
で
き
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
多
博
士
自

身
は
、
こ
の
時
点
で
『
行
道
樹
篇
』
を

い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
す
ぐ
に

で
も
出
版
し
た
い
と
い
う
希
望
で
し
た

が
、
『
行
道
樹
篇
』
の
「
緒
言
」
で
、

明
治
天
皇
の
追
悼
記
念
事
業
で
あ
る
か

ら
こ
そ
「
特
ニ
筆
ヲ
浄
メ
慎
重
稿
ヲ
起

シ
タ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の

後
内
容
の
見
直
し
や
増
補
が
行
わ
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
大
正

二
年
三
月
十
日
ま
で
に
「
二
百
十
余
頁
」

の
『
行
道
樹
篇
』
原
稿
が
完
成
し
、
同

年
四
月
十
三
日
に
出
版
に
至
っ
た
と
い

う
流
れ
が
復
元
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
行
道
樹
篇
』
の
出

版
は
、
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
準
備

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

り
、
す
ぐ
に
で
も
印
刷
し
て
出
版
し
た

い
が
、
出
版
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
内
容
が
専
門

的
で
一
般
人
の
通
読
に
適
さ
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、
二
〜
三
人
の
先
輩
か
ら
、
一

日
で
も
早
く
こ
の
内
容
を
発
表
す
る
こ

と
が
公
益
で
あ
る
と
助
言
を
受
け
た
の

で
、
雑
誌
に
大
要
を
寄
稿
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
「
行

道
樹
の
植
栽
方
法
」
と
し
て
、
『
行
道

樹
篇
』
本
編
の
内
容
を
要
約
し
た
論
述

が
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
、
本
多
博
士
は
、

明
治
天
皇
の
大
喪
の
礼
を
終
え
た
翌
日

（
大
正
元
年
九
月
十
六
日
）
か
ら
追
悼

記
念
事
業
の
検
討
を
始
め
た
と
述
べ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
二
か
月
後
に
『
大
日

本
山
林
会
報
』
で
「
植
栽
を
勧
む
」
を

発
表
し
た
時
点
で
「
百
数
十
頁
」
の

　
『
行
道
樹
篇
』
出
版
後
、
本
多
博
士

は
、
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
と
し
て

は
二
例
目
に
し
て
最
大
級
と
も
い
う
べ

き
明
治
神
宮
の
造
営
に
臨
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
明
治
神
宮
の
造
営
は
、
当
時
の
人
々

の
関
心
の
的
で
あ
る
一
方
、
そ
の
実
現

は
容
易
な
も
の
で
は
な
く
、
造
営
場
所

の
選
定
や
立
地
環
境
に
合
わ
せ
た
森
づ

く
り
の
樹
種
の
選
定
、
日
本
で
は
前
例

が
無
く
効
果
が
未
知
数
の
「
天
然
更
新
」

の
実
践
な
ど
で
多
く
の
困
難
や
重
圧
に

直
面
し
ま
し
た
。
本
多
博
士
は
、
こ
う

し
た
様
々
な
困
難
や
重
圧
を
乗
り
越
え
、

神
宮
造
営
を
成
功
へ
と
導
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
原
動
力
に
は
、
本
多

博
士
の
林
学
者
と
し
て
の
信
念
や
誇
り

だ
け
で
は
な
く
、
前
述
の
と
お
り
明
治

天
皇
に
対
す
る
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
は
、
明
治
神
宮
造

営
の
前
提
と
な
る
本
多
博
士
の
当
時
の

心
境
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
数
少

な
い
資
料
と
い
え
ま
す
。

【
付
記
】
久
喜
市
立
郷
土
資
料
館
展
示

と
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
久
喜
市
教

育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
小
林
純
氏

か
ら
、
資
料
提
供
や
種
々
ご
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
多
静
六
の
描
い
た
夢
を
た
ど
る

―

「
飯
能
遊
覧
地
計
画
」
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
作
成
を
通
し
て―

飯
能
市
立
博
物
館

　本
橋

　綾
香

と
う

の

す
や
ま

明治神宮の森（東京都渋谷区）

本多静六の論説「明治天皇記念　行動樹の植栽
を勧む」（大日本山林会報第360号・大正元年11月）

（公益社団法人大日本山林会蔵）

明治神宮外苑のイチョウ並木（東京都渋谷区）
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本多静六講演録
『飯能遊覧地設計』
飯能市立博物館所蔵

特別展「天覧山」での展示

リーフレット「飯能天覧山附近飯能附近ハイキングコース」（部分）

　本多は案内マップの作成と鉄道利用者への配布を提言していました。
　リーフレットには、「つつぢ」や「吾妻吉野（東吉野）」の記載があり、飯能遊
覧地の痕跡がうかがえます。

昭和初期　飯能市立博物館所蔵

当館から見える天覧山

絵葉書「獅子岩」

　以前は松の生い茂
る岩場でしたが、本
多の提言に則して梯
子や手すりなどを設
置しているのがわか
ります。現在、梯子
は撤去され、手すり
はチェーンに代えら
れています。
　なお、本多は絵葉
書の発行も提言して
います。

大正～昭和初期
飯能市立博物館所蔵

　
飯
能
市
を
代
表
す
る
観
光
名
所
で
あ

る
天
覧
山
。
市
街
地
に
隣
接
し
、
標
高

は
一
九
七
ｍ
、
埼
玉
県
初
の
県
指
定
名

勝
で
す
。
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）

年
、
飯
能
の
人
々
は
天
覧
山
一
帯
の
観

光
化
の
た
め
、
本
多
静
六
を
招
い
て
設

計
を
依
頼
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
正

四
（
一
九
一
五
）
年
に
武
蔵
野
鉄
道

（
現
：
西
武
池
袋
線
）
が
開
通
す
る
こ

と
を
見
据
え
て
の
動
き
で
し
た
。
本
多

に
よ
る
「
飯
能
遊
覧
地
」
計
画
は
、
飯

能
の
観
光
の
礎
と
な
る
一
大
プ
ラ
ン
で

あ
り
な
が
ら
、
現
存
す
る
主
な
資
料
が

講
演
録
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
実
態
は

謎
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
に
飯
能
市
立
博
物
館
で
は

特
別
展
「
天
覧
山
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
同
計
画
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
進
め
、
設
計
内
容
の
全
貌
を
図
化
し

て
展
示
し
ま
し
た
。
現
在
と
異
な
る
部

分
を
資
料
の
断
片
的
な
情
報
で
補
完
し

つ
つ
設
計
内
容
を
絵
や
コ
メ
ン
ト
に
し

て
配
置
し
完
成
し
た
の
が
、
次
ペ
ー
ジ

の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
で
す
。

　
マ
ッ
プ
と
し
て
位
置
を
落
と
し
た
こ

と
で
、
天
覧
山
を
中
心
と
し
た
「
第
一

回
覧
区
域
」
と
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
隣

接
す
る
多
峯
主
山
へ
と
足
を
延
ば
す

「
第
二
回
覧
区
域
」
で
特
色
を
持
た
せ

た
本
多
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
が
は
っ

き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
の
自
然
環
境
の
魅
力
を
大

切
に
す
る
一
方
で
、
宣
伝
方
法
や
外
国

人
観
光
客
の
受
け
入
れ
な
ど
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ま
で
網
羅
し
た
、
本
多
の
計
画

の
先
進
性
に
も
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
里
山
と
し
て
の
現

在
の
姿
と
は
ま
た
違

う
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ

の
風
景
で
、
本
多
静

六
、
そ
し
て
当
時
の

飯
能
の
人
々
が
思
い

描
い
た
夢
の
遊
覧
地

を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

道
路
を
歩
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
天

皇
の
遺
徳
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
締
め
括
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
本
多
博
士

が
願
っ
た
行
動
樹
の
全
国
的
な
普
及

が
、
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
と
し
て

短
期
的
に
ど
れ
だ
け
実
現
で
き
た
の
か

は
、
本
稿
で
は
十
分
に
明
ら
か
に
で
き

ま
せ
ん
が
、
現
在
、
日
本
全
国
の
幹
線

道
路
沿
い
の
街
路
樹
植
栽
が
一
般
的
な

も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
長

期
的
な
視
点
で
み
れ
ば
、
本
多
博
士
の

願
い
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
『
行
道

樹
篇
』は
、
そ
の
普
及
を
目
的
と
し
た

先
駆
的
な
論
集
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
雑
誌
先
行
掲
載
の
「
植
栽
を
勧
む
」

　
『
行
道
樹
篇
』
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」

に
は
、
末
尾
に
「
大
正
二
年
三
月
十
日
」

に
つ
い
て
、
国
民
の
愛
樹
心
や
公
徳
心

の
涵
養
、
景
観
上
の
風
趣
と
と
も
に
、

寒
暖
調
整
や
塵
埃
の
飛
散
防
止
等
、
風

致
・
衛
生
上
の
効
果
や
、
副
産
物
と
し

て
、
木
材
・
果
樹
の
収
益
が
期
待
で
き

る
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
行
道
樹
の
普
及
を
記
念

事
業
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
本
多
博

士
は
、
欧
米
の
行
道
樹
の
事
例
を
ひ
き

あ
い
に
出
し
な
が
ら
も
、
日
本
で
は
千

年
以
上
前
の
孝
謙
天
皇
の
時
代
に
駅
路

上
に
果
樹
行
道
樹
を
整
備
し
て
お
り
、

世
界
に
お
け
る
果
樹
行
道
樹
の
最
初
の

事
例
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
行
道
樹
の
普

及
は
、
日
本
古
来
の
良
制
の
復
活
で
あ

り
、
明
治
天
皇
の
記
念
事
業
と
し
て
相

応
し
い
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
文
末
で
、
記
念
行
道
樹
の

植
栽
を
全
国
民
に
勧
め
る
も
の
で
、
将

来
、
成
長
し
た
行
道
樹
の
植
栽
さ
れ
た

る
た
め
の
追
悼
記
念
事
業
が
議
論
さ
れ

て
い
る
が
、
実
現
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、

費
用
が
莫
大
で
あ
っ
た
り
、
地
域
が
限

定
さ
れ
た
り
、
効
果
の
永
続
性
が
疑
わ

し
か
っ
た
り
と
満
足
で
き
る
も
の
が
見

当
た
ら
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
の
記
念
事

業
は
、
永
遠
か
つ
完
全
な
記
念
事
業
で

あ
っ
て
、
全
国
民
の
賛
同
・
協
力
が
得

ら
れ
る
内
容
で
あ
る
べ
き
と
の
考
え
の

も
と
、
最
も
普
遍
的
・
永
続
的
で
、
少

な
い
費
用
で
誰
も
が
全
国
ど
こ
で
も
実

行
可
能
な
記
念
事
業
と
し
て
、
全
国
の

大
き
な
道
路
沿
い
へ
の
行
道
樹
の
植
栽

を
考
案
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実

現
の
た
め
本
書
を
出
版
し
た
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
行
道
樹
の
普
及
の
効
果

の
成
稿
日
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
実

は
、
本
多
博
士
は
こ
れ
に
先
行
し
て
、

ほ
ぼ
同
内
容
の
「
植
栽
を
勧
む
」
と
題

し
た
論
文
を
大
日
本
山
林
会
の
『
大
日

本
山
林
会
報
』
第
三
百
六
十
号
（
大
正

元
年
十
一
月
十
五
日
発
行
）
に
発
表
し
、

そ
の
後
、
朝
鮮
農
会
の
『
朝
鮮
農
会
報
』

第
八
巻
一
号
・
二
号
（
大
正
二
年
一
月

十
日
・
二
月
十
日
発
行
）
に
も
再
発
表

し
て
い
ま
し
た
。

　
『
大
日
本
山
林
会
報
』
と
『
朝
鮮
農

会
報
』
の
掲
載
内
容
に
大
き
な
差
異
は

無
く
、
『
朝
鮮
農
会
報
』
は
、
掲
載
内

容
を
二
号
に
わ
た
り
分
割
し
て
連
載
し

た
も
の
で
す
。
『
朝
鮮
農
会
報
』
は
、

当
時
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
半

島
の
人
々
を
対
象
と
し
た
雑
誌
な
の
で
、

本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
の
追
悼
記
念

事
業
と
し
て
の
行
動
樹
の
普
及
を
日
本

だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
半
島
で
も
実
現
し

よ
う
と
し
て
の
再
発
表
だ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
雑
誌
掲
載
の
「
植
栽
を
勧
む
」

と
『
行
道
樹
篇
』
の
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」

を
比
べ
て
み
る
と
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ

で
す
が
、
一
部
に
文
言
の
増
補
・
修
正

が
み
ら
れ
ま
す
。

　
文
言
の
修
正
に
よ
り
雑
誌
掲
載
の

「
植
栽
を
勧
む
」
に
の
み
確
認
で
き
る

内
容
と
し
て
、
「
百
数
十
頁
」
の
『
行

道
樹
篇
』
原
稿
が
ほ
ぼ
完
成
状
態
に
あ

明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
の
追
悼
記
念

事
業
と
し
て
国
民
の
間
で
気
運
が
高
ま

り
、
官
民
挙
げ
て
取
り
組
ま
れ
た
一
大

事
業
で
し
た
が
、
実
は
こ
れ
以
前
に
、

本
多
博
士
自
身
が
明
治
天
皇
の
追
悼
記

念
事
業
を
企
画
し
て
実
行
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
れ
が
、
こ
の
『
行
道
樹
篇
』
の
出

版
で
し
た
。
本
書
は
、
本
多
博
士
の
林

学
に
関
す
る
著
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
本
稿
で
は
、
明
治
天
皇
追
悼

記
念
事
業
と
し
て
の
経
緯
や
目
的
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
に
着

目
す
る
も
の
で
す
。

■
『
行
道
樹
篇
』
に
つ
い
て

　
『
行
道
樹
篇
』
は
、
大
正
二
年
四
月

十
三
日
に
東
京
の
三
浦
書
店
か
ら
出
版

さ
れ
た
本
多
博
士
の
著
書
で
す
。
本
書

は
、
出
版
当
時
の
日
本
で
は
、
現
在
ほ

ど
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
道
路
沿
い
に

植
栽
さ
れ
た
街
路
樹
、
す
な
わ
ち
行
道

樹
の
普
及
の
た
め
、
樹
種
の
選
定
、
植

栽
、
管
理
等
の
理
論
や
実
践
方
法
を
都

市
部
と
地
方
と
に
分
け
て
論
述
し
、
学

校
等
道
路
以
外
の
公
共
の
場
の
植
栽
樹

木
で
あ
る
緑
蔭
樹
に
つ
い
て
も
論
述
し

た
内
容
で
す
。
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
、

「
緒
言
」
と
全
二
百
十
六
頁
に
お
よ
ぶ

本
編
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
題
名
に
「
明
治
天
皇
記
念
」

が
携
わ
っ
た
事
績
や
、
本
市
の
本
多
博

士
の
親
族
等
か
ら
神
宮
の
森
づ
く
り
の

た
め
に
献
木
が
あ
っ
た
こ
と
を
写
真
パ

ネ
ル
や
現
物
資
料
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
「
明
治
天
皇
と
久

喜
」展
の
本
多
博
士
に
係
わ
る
展
示
資

料
の
う
ち
、
本
多
博
士
の
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
の
著
書
『
（
本
多
造
林

学
後
論
ノ
三
）
明
治
天
皇
記
念
　
行
道

樹
篇
　
附
緑
蔭
樹
』
（
以
下
『
行
道
樹

篇
』
と
表
記
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
明
治
天
皇
記
念
　
行
道
樹
ノ
植
栽
ヲ

勧
ム
」
（
以
下
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
と
表

記
）
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　
本
多
博
士
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一

五
）
に
明
治
神
宮
造
営
局
参
与
と
な
り
、

明
治
神
宮
の
境
内
地
の
設
計

を
手
が
け
、
百
年
以
上
の
歳

月
を
か
け
て
人
工
林
を
自
然

の
森
と
遜
色
な
い
姿
へ
と
成

長
さ
せ
る
「
天
然
更
新
」
の

技
法
を
導
入
し
た
神
宮
の
森

づ
く
り
な
ど
で
大
き
な
成
果

を
遺
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
明
治
神
宮
の
造
営
は
、

■
は
じ
め
に

　
久
喜
市
立
郷
土
資
料
館
で
は
、
令
和

四
年
七
月
二
十
日
か
ら
九
月
四
日
に
か

け
て
、
令
和
四
年
度
埼
玉
県
東
部
地
区

連
携
展
示
「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
展
示
は
、
宮
内
庁
宮

内
公
文
書
館
と
本
市
を
含
め
た
埼
玉
県

東
部
地
区
の
近
代
の
皇
室
と
ゆ
か
り
の

あ
る
七
市
町
に
よ
る
連
携
展
示
「
埼
玉

県
東
部
と
近
代
の
皇
室
」
の
一
環
と
し

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
展
で
は
、
本

市
と
近
代
の
皇
室
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

明
治
天
皇
の
本
市
栗
橋
地
区
と
鷲
宮
地

区
へ
の
行
幸
の
事
績
と
と
も
に
、
明
治

天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
を
祀
る
明
治
神
宮

の
造
営
に
本
市
出
身
の
本
多
静
六
博
士

を
冠
し
、
冒
頭
頁
に
「
恭
シ
ク
此
行
道

樹
篇
ヲ
捧
ゲ
　
明
治
天
皇
ノ
御
聖
徳
ヲ

記
念
シ
奉
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
明
治
天
皇
の
追
悼
記
念
事
業
の
意

図
と
同
時
に
、
「
本
多
造
林
学
後
論
ノ

三
」
と
冠
す
る
よ
う
に
、
本
多
博
士
の

造
林
学
に
関
す
る
一
連
の
著
作
と
し
て

も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
「
緒

言
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
書
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」（https://dl.ndl.go.jp/ja/

）

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
本
が
デ
ジ
タ
ル
化
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
五
年
現
在
、
個
人
・
図

書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
送
信
サ
ー
ビ
ス

限
定
の
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
閲
覧
は

比
較
的
容
易
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
は
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
に
出
版
さ
れ
た
第
三
版

に
あ
た
り
ま
す
が
、
初
版
本
に
あ
た
る

「
明
治
天
皇
と
久
喜
」
展
の
展
示
資
料

と
比
べ
て
も
、
内
容
に
大
き
な
差
異
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
の
内
容
に
つ
い
て

　
『
行
道
樹
篇
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

全
六
頁
に
お
よ
ぶ
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
、

本
多
博
士
は
、
明
治
天
皇
崩
御
後
、
国

民
の
間
で
広
ま
る
哀
悼
の
風
潮
の
中
で
、

明
治
天
皇
の
遺
徳
を
永
く
将
来
へ
伝
え

■
お
わ
り
に

　
明
治
時
代
の
終
焉
に
直
面
し
た
本
多

博
士
は
、
今
す
ぐ
自
分
自
身
が
実
行
可

能
で
、
自
身
の
信
念
に
基
づ
く
合
理
的

内
容
の
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
と
し

て
『
行
道
樹
篇
』
の
出
版
を
急
ぎ
ま
し

た
。

　
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
本
多
博
士
の
思
想
や
文
章
表
現
か
ら

は
、
本
多
博
士
の
明
治
天
皇
に
対
す
る

崇
敬
の
念
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
明
治
時
代
を
生
き
た
当
時
の
多
く

の
人
々
と
同
様
に
、
本
多
博
士
の
根
底

に
こ
う
し
た
心
情
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

明
治
天
皇
崩
御
の
衝
撃
や
喪
失
感
が
、

そ
の
追
悼
記
念
事
業
実
現
の
強
い
意
思

へ
と
突
き
動
か
し
た
も
の
と
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

『
行
道
樹
篇
』
の
骨
子
原
稿
が
で
き
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
多
博
士
自

身
は
、
こ
の
時
点
で
『
行
道
樹
篇
』
を

い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
す
ぐ
に

で
も
出
版
し
た
い
と
い
う
希
望
で
し
た

が
、
『
行
道
樹
篇
』
の
「
緒
言
」
で
、

明
治
天
皇
の
追
悼
記
念
事
業
で
あ
る
か

ら
こ
そ
「
特
ニ
筆
ヲ
浄
メ
慎
重
稿
ヲ
起

シ
タ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の

後
内
容
の
見
直
し
や
増
補
が
行
わ
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
大
正

二
年
三
月
十
日
ま
で
に
「
二
百
十
余
頁
」

の
『
行
道
樹
篇
』
原
稿
が
完
成
し
、
同

年
四
月
十
三
日
に
出
版
に
至
っ
た
と
い

う
流
れ
が
復
元
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
行
道
樹
篇
』
の
出

版
は
、
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
準
備

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

り
、
す
ぐ
に
で
も
印
刷
し
て
出
版
し
た

い
が
、
出
版
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
内
容
が
専
門

的
で
一
般
人
の
通
読
に
適
さ
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、
二
〜
三
人
の
先
輩
か
ら
、
一

日
で
も
早
く
こ
の
内
容
を
発
表
す
る
こ

と
が
公
益
で
あ
る
と
助
言
を
受
け
た
の

で
、
雑
誌
に
大
要
を
寄
稿
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
「
行

道
樹
の
植
栽
方
法
」
と
し
て
、
『
行
道

樹
篇
』
本
編
の
内
容
を
要
約
し
た
論
述

が
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
で
、
本
多
博
士
は
、

明
治
天
皇
の
大
喪
の
礼
を
終
え
た
翌
日

（
大
正
元
年
九
月
十
六
日
）
か
ら
追
悼

記
念
事
業
の
検
討
を
始
め
た
と
述
べ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
二
か
月
後
に
『
大
日

本
山
林
会
報
』
で
「
植
栽
を
勧
む
」
を

発
表
し
た
時
点
で
「
百
数
十
頁
」
の

　
『
行
道
樹
篇
』
出
版
後
、
本
多
博
士

は
、
明
治
天
皇
追
悼
記
念
事
業
と
し
て

は
二
例
目
に
し
て
最
大
級
と
も
い
う
べ

き
明
治
神
宮
の
造
営
に
臨
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
明
治
神
宮
の
造
営
は
、
当
時
の
人
々

の
関
心
の
的
で
あ
る
一
方
、
そ
の
実
現

は
容
易
な
も
の
で
は
な
く
、
造
営
場
所

の
選
定
や
立
地
環
境
に
合
わ
せ
た
森
づ

く
り
の
樹
種
の
選
定
、
日
本
で
は
前
例

が
無
く
効
果
が
未
知
数
の
「
天
然
更
新
」

の
実
践
な
ど
で
多
く
の
困
難
や
重
圧
に

直
面
し
ま
し
た
。
本
多
博
士
は
、
こ
う

し
た
様
々
な
困
難
や
重
圧
を
乗
り
越
え
、

神
宮
造
営
を
成
功
へ
と
導
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
原
動
力
に
は
、
本
多

博
士
の
林
学
者
と
し
て
の
信
念
や
誇
り

だ
け
で
は
な
く
、
前
述
の
と
お
り
明
治

天
皇
に
対
す
る
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
植
栽
ヲ
勧
ム
」
は
、
明
治
神
宮
造

営
の
前
提
と
な
る
本
多
博
士
の
当
時
の

心
境
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
数
少

な
い
資
料
と
い
え
ま
す
。

【
付
記
】
久
喜
市
立
郷
土
資
料
館
展
示

と
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
久
喜
市
教

育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
小
林
純
氏

か
ら
、
資
料
提
供
や
種
々
ご
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
多
静
六
の
描
い
た
夢
を
た
ど
る

―
「
飯
能
遊
覧
地
計
画
」
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
作
成
を
通
し
て―

飯
能
市
立
博
物
館

　本
橋

　綾
香

と
う

の

す
や
ま

明治神宮の森（東京都渋谷区）

本多静六の論説「明治天皇記念　行動樹の植栽
を勧む」（大日本山林会報第360号・大正元年11月）

（公益社団法人大日本山林会蔵）

明治神宮外苑のイチョウ並木（東京都渋谷区）
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矢ケ崎公園から望む離山（1255ｍ）、右後方は浅間山
（2568ｍ）。離山へは2つの登山ルートがあり各60分
程で登頂できる。

旧碓氷峠見晴台、内藤友右衛門により整備されその
後町に寄付された。

雲場池、新緑・紅葉の名所として親しまれている

種
類
の
観
光
用
道
路
を
新
設
し
、そ
こ
に

並
木
を
植
え
て
夏
季
の
涼
し
さ
や
秋
の

紅
葉
、春
の
新
緑
美
等
を
発
揮
さ
せ
る
と

い
う
も
の
で
全
二
十
六
項
目
あ
る
。水
の

活
用
や
湖
の
整
備
、
離
山
へ
の
植
樹
の

他
、芝
生
張
り
の
遊
戯
場
、ス
ケ
ー
ト
場
、

休
憩
所
、展
望
台
、動
物
園
、植
物
園
、果

樹
園
、
公
衆
ト
イ
レ
、
案
内
板
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
保
安
林
、
公
園
管
理
委
員
会
な

ど
を
整
備
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
❸【
大
正
元
年
八
月
二
十
八
日
・
軽
井

沢
遊
園
問
題
】軽
井
沢
は
外
国
人
の
避
暑

地
と
し
て
東
洋
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。（
中
略
）し
か
し
何
分
避
暑
地
と
し
て

の
設
備
が
不
十
分
な
た
め
、土
地
の
有
力

者
等
が
そ
の
対
応
を
協
議
し
、郡
や
県
当

局
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、先
ず
は
衛
生

設
備
を
改
善
し
、次
い
で
観
光
用
道
路
を

整
備
す
る
な
ど
、少
し
ず
つ
整
備
を
進
め

て
き
た
も
の
の
、内
外
か
ら
三
千
人
以
上

が
集
ま
る
避
暑
地
と
し
て
は
、設
備
が
不

完
全
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。こ
の
た

め
本
県
で
は
、公
園
学
専
攻
の
本
郷
ド
ク

ト
ル
に
依
頼
し
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、博
士
の
意
見
は
従
来
か
ら
公
に
言
わ

れ
て
き
た
方
針
と
は
異
な
っ
て
、軽
井
沢

の
風
景
は
自
然
の
ま
ま
既
に
十
分
な
避

暑
公
園
と
い
え
る
の
で
、新
た
な
設
備
を

加
え
る
の
で
あ
れ
ば
自
然
を
壊
さ
な
い

範
囲
に
お
い
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、特
に

離
山
に
車
道
な
ど
を
設
け
る
の
は
自
然

美
を
破
壊
す
る
も
の
だ
と
い
う
。従
っ
て

博
士
が
設
計
し
た
経
費
は
、三
ヶ
年
継
続

事
業
で
総
額
二
万
数
千
円
、こ
れ
に
人
件

費
を
加
え
て
も
三
万
円
未
満（
現
在
の
一

億
二
、
三
千
万
円
に
相
当
）と
い
う
も
の

と
し
て
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、明
治
三
十

年
頃
に
は
避
暑
客
を
受
け
入
れ
る
貸
別

荘
や
ホ
テ
ル
が
営
業
を
開
始
し
た
。こ
の

間
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
碓
氷

峠
の
急
坂
を
上
り
下
り
す
る
ア
プ
ト
式

鉄
道
が
横
川
・
軽
井
沢
間
に
開
業
し
上

野
・
直
江
津
間
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
、

更
に
明
治
四
十
五
年
に
は
ア
プ
ト
式
が

国
内
初
の
電
化
と
な
り
、蒸
気
機
関
車
に

よ
る
ト
ン
ネ
ル
内
の
煤
煙
か
ら
解
放
さ

れ
た
こ
と
等
か
ら
年
々
避
暑
客
が
増
え
て

い
っ
た
。こ
の
頃
は
既
に
国
内
の
著
名
人

や
政
財
界
の
重
鎮
た
ち
が
盛
ん
に
軽
井

沢
を
訪
れ
、
別
荘
を
建
て
た
時
代
で
も

あ
っ
た
。

■
大
洪
水
に
よ
る
復
興
支
援
策
と
し
て

　
こ
う
し
た
順
調
な
発
展
を
遂
げ
て
い

た
軽
井
沢
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。こ

の
年
の
八
月
、東
日
本
を
襲
っ
た
大
風
雨

の
被
害
は
一
府
十
五
県
に
も
及
び
、東
京

府
だ
け
で
も
百
五
十
万
人
が
被
災
し
た

歴
史
的
大
災
害
で
あ
っ
た
。軽
井
沢
町
の

被
害
も
甚
大
で
、旧
道
沿
い
に
は
火
山
灰

や
軽
石
を
含
ん
だ
泥
流
が
流
れ
下
り
、死

者
四
人
を
出
し
た
ほ
か
流
失
・
浸
水
家

屋
が
続
出
す
る
な
ど
壊
滅
的
な
被
害
に

遭
遇
し
た
。

　
軽
井
沢
町
で
は
、こ
の
大
洪
水
か
ら
の

復
興
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

「
軽
井
沢
別
荘
地
の
開
発
計
画
に
お
い
て
、

野
澤
源
次
郎
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
三
人
の
男
」の
一
人
と
し
て
本
多
静
六

の
名
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、今
回
改
め
て

設
計
方
針
に
つ
い
て
調
査
し
た
次
第
で

あ
る
。

　
調
査
は
、本
多
が
百
十
一
年
前
に
現
地

踏
査
を
し
た
丁
度
同
じ
日
の
令
和
四
年

十
月
三
十
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、

軽
井
沢
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
図
書

館
、
植
物
園
の
各
施
設
を
は
じ
め
、
公
園

施
設
の
整
備
箇
所
と
し
て
掲
げ
た
離
山
、

雲
場
池
、
旧
碓
氷
峠
見
晴
台
、
矢
ケ
崎
公

園
の
ほ
か
、新
聞
史
料
調
査
の
た
め
佐
久

市
文
化
財
事
務
所
等
に
お
い
て
行
っ
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
に
改
め
て
謝

意
を
申
し
上
げ
た
い
。

■
避
暑
地
と
し
て
の
軽
井
沢
の
誕
生

　
軽
井
沢
の
避
暑
地
と
し
て
の
始
ま
り

は
、明
治
十
九
年（
一
八
八
六
）に
カ
ナ
ダ

人
宣
教
師
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ク
ロ
フ

ト
・
シ
ョ
ー
が
生
ま
れ
故
郷
の
風
景
に

似
て
い
た
軽
井
沢
を
訪
れ
、ひ
と
夏
を
過

ご
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
内
外
の
知
名
人
が
保
養
の
適
地

■
は
じ
め
に

　
本
多
静
六
が
明
治
四
十
四
年（
一
九
一

一
）
十
月
に
著
し
た
「
軽
井
沢
遊
園
地
設

計
方
針
」（
以
下「
設
計
方
針
」と
い
う
）の

存
在
は
知
っ
て
は
い
た
も
の
の
、「
遊
園

地
」
と
い
う
言
葉
を
現
代
風
に
解
釈
し
、

「
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
安

易
な
理
解
の
も
と
、こ
れ
ま
で
特
段
顧
み

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、偶
然
に
岡
本
八
寿
子
氏

の『
祖
父
野
澤
源
次
郎
の
軽
井
沢
別
荘
地

開
発
史
』（
二
〇
一
八
年
・
㈱
牧
歌
舎
）を

目
に
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
そ
の
中
で

あ
っ
た
が
、翌
年
に
は
ア
プ
ト
式
が
電
化

さ
れ
、内
外
か
ら
の
多
く
の
観
光
客
の
増

加
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、長
野
県
で

は
町
全
体
を
公
園
と
し
て
整
備
す
る
方

針
を
立
て
、当
時
公
園
設
計
の
第
一
人
者

で
あ
っ
た
本
多
静
六
に
公
園
設
計
を
依

頼
し
た
。そ
れ
は
町
の
復
興
と
長
期
的
な

経
済
支
援
を
目
論
ん
だ
取
組
で
あ
っ
た
。

　
本
多
は
依
頼
を
受
け
た
当
時
の
状
況

を
設
計
方
針
の
中
で
、「
軽
井
沢
の
地
は

わ
が
国
で
も
比
類
の
な
い
高
原
的
な
風

景
に
富
ん
で
お
り
、夏
季
の
避
暑
地
と
し

て
素
晴
ら
し
い
特
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
何
ら
公
園
と
し
て
の
設
備
が
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、既
に
年
々
千
人
を
超

え
る
外
国
人
観
光
客
の
ほ
か
、五
千
四
百

人
余
り
の
日
本
人
が
避
暑
に
訪
れ
て
い

ま
す
。年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
の
を

見
れ
ば
、今
後
は
し
っ
か
り
と
し
た
設
備

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
発
展
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
現

代
語
訳
筆
者
、以
下
同
様
）」と
述
べ
て
い

る
。本
多
は
弟
子
の
本
郷
高
徳
と
共
に
現

地
踏
査
に
臨
ん
だ
。

■
公
園
を「
遊
園
地
」と
し
た
理
由

　
本
多
は
設
計
方
針
で
「
軽
井
沢
公
園
」

で
な
く
「
軽
井
沢
遊
園
地
」
と
表
記
し
て

い
る
。何
故
公
園
で
な
く「
遊
園
地
」と
し

た
の
か
。設
計
方
針
の
中
で
は「
遊
園
地
」

は
公
園
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、

本
多
静
六
が
描
い
た
軽
井
沢
全
町
公
園
化
構
想

本
多
静
六
博
士
を
顕
彰
す
る
会

　渋
谷

　克
美

　
こ
れ
ら
の
提
言
が
ど
う
活
か
さ
れ
た

の
か
が
調
査
の
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、小
林

収
著『
避
暑
地
軽
井
沢
』（
一
九
九
九
・
㈱

擽
）
に
は
、
本
多
の
設
計
案
に
つ
い
て
、

「
財
政
大
緊
縮
中
と
あ
っ
て
計
画
は
進
ま

ず
、（
中
略
）実
現
を
見
な
い
ま
ま
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
」と
い
う
記
載
が
あ
り
、
通

説
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、今
回
前
掲
の
岡
村
氏
の
著
書

か
ら
も
、本
多
の
提
言
が
野
澤
源
次
郎
ら

実
業
家
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
が
実
現
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、改
め
て
当
時
の

新
聞
史
料
等
を
も
と
に
調
査
を
行
っ
た
。

■
当
時
の
新
聞
記
事
の
掲
載

　
本
多
が
長
野
県
の
依
頼
を
受
け
、軽
井

沢
の
現
地
踏
査
を
行
っ
た
こ
と
を「
信
濃

佐
久
新
聞
」は
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月

か
ら
翌
大
正
元
年
十
一
月
に
か
け
て
五

回
に
わ
た
り
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
（【
　
】

内
は
発
行
日
と
見
出

し
、
傍
線
及
び
要
旨
口

語
訳
は
筆
者
）。新
聞
か

ら
は
軽
井
沢
が
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と（
❶
、❷
）、本

多
の
公
園
設
計
以
前
に

大
規
模
な
計
画
が
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と（
❸
）、

の
で
あ
る
。外
国
人
を
意
識
し
た
例
と
し

て
設
計
方
針
の
中
で
は
、「
ミ
ル
ク
ホ
ー

ル
で
の
パ
ン
、コ
ー
ヒ
ー
」の
提
供
や「
英

独
仏
三
か
国
語
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

作
成
等
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

■
見
送
ら
れ
た
の
か
、本
多
の
設
計
案

　
本
多
は
明
治
四
十
四
年
十
月
三
十
日
、

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
早
朝
か
ら「
一
日
で

二
日
分
歩
い
た
」
と
言
っ
て
い
る
。軽
井

沢
駅
を
基
点
に
離
山
を
上
り
下
り
し
、雲

場
池
を
見
て
旧
軽
井
沢
を
通
っ
て
碓
氷

峠
の
見
晴
台
へ
、そ
し
て
矢
ケ
崎
公
園
ま

で
歩
い
て
移
動
し
た
よ
う
で
、距
離
的
に

は
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
踏
査
し
た

と
思
わ
れ
る
。調
査
を
し
な
が
ら
の
移
動

を
思
え
ば
大
変
な
労
力
、
脚
力
で
あ
る
。

当
時
四
十
四
歳
の
働
き
盛
り
の
本
多
だ
っ

た
か
ら
出
来
た
強
行
軍
と
も
い
え
る
。

　
本
多
は
踏
査
を
行
っ
た
同
じ
日
に
油

屋
旅
館
の
広
間
に
集
ま
っ
た
関
係
者
を

前
に
軽
井
沢
公
園
の
設
計
方
針
の
大
略

を
述
べ
た
。そ
れ
は
「
土
地
に
あ
る
特
徴

的
な
風
景
を
う
ま
く
活
か
し
て
利
用
す

る
こ
と
」、「
軽
井
沢
は
欧
米
の
大
陸
的
高

原
の
よ
う
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
て
夏

が
涼
し
い
の
で
あ
る
か
ら
も
っ
と
木
陰

を
増
や
す
こ
と
、夏
以
外
の
秋
や
春
の
自

然
美
を
増
長
し
、更
に
冬
の
娯
楽
の
場
を

つ
く
る
こ
と
」を
目
標
に
計
二
十
六
項
目

に
及
ぶ
提
案（
11
頁
参
照
）を
行
っ
た
。

財
政
難
か
ら
計
画
実
現
が
延
期
さ
れ
た

こ
と（
❹
）、計
画
が
延
期
さ
れ
な
が
ら
も

実
現
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と（
❺
）

な
ど
が
判
明
し
た
。

　
❶【
明
治
四
十
四
年
十
一
月
二
十
八

日
・
軽
井
沢
公
園
費
】本
県
の
明
治
四
十

五
年
度
予
算
の
林
業
課
分
と
し
て
、調
査

費
等
の
中
に
軽
井
沢
公
園
の
経
費
と
思

わ
れ
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、こ

れ
は
県
費
で
植
樹
を
行
い
軽
井
沢
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
で
、内
外
の
観
光
客
を

呼
び
込
む
計
画
の
よ
う
で
あ
る
。

　
❷【
同
年
十
二
月
二
十
三
日
・
軽
井
沢

遊
園
地
】本
県
の
来
年
度
予
算
に
軽
井
沢

公
園
整
備
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
の
は
既
報
の
と
お
り
。こ
れ
は
本

多
博
士
が
去
る
十
月
三
十
日
に
現
地
踏

査
し
て
報
告
し
た
も
の
で
、駅
を
中
心
に

大
回
遊
線
、
中
回
遊
線
、
小
回
遊
線
の
三

で
、
当
初
の
七
万
円
説
、
十
万
円
説
に
比

べ
て
三
分
の
一
で
済
む
も
の
で
あ
る
。し

か
し
緊
縮
財
政
の
今
日
、県
会
が
こ
の
費

用
を
認
め
る
か
、又
県
当
局
も
県
会
に
提

案
す
る
か
疑
問
で
あ
る
。県
と
し
て
は
、

軽
井
沢
の
有
志
や
関
心
の
あ
る
人
々
が

一
万
円
位
を
拠
出
し
て
、こ
れ
に
郡
や
県

が
補
助
金
を
出
す
方
法
が
妥
当
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
※
❸
の
記
事
か
ら
本
多
に
代
わ
っ
て

本
郷
と
な
っ
て
お
り
、具
体
的
な
設
計
内

容
に
つ
い
て
は
弟
子
の
本
郷
が
受
け

持
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
❹【
同
年
九
月
十
三
日
・
遊
覧
道
路
延

期
】本
県
に
お
け
る
軽
井
沢
避
暑
地
の
公

園
計
画
は
、専
門
家
の
調
査
を
終
え
た
と

こ
ろ
だ
が
、
総
延
長
三
里
何
丁（
約
十
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）と
い
う
大
回
遊
道
路
を

整
備
し
、そ
の
中
に
遊
歩
道
と
し
て
の
小

回
遊
道
路
を
設
け
、こ
の
二
つ
の
道
路
を

国
道
と
駅
に
連
絡
さ
せ
る
も
の
で
、こ
の

他
植
栽
や
池
を
設
け
る
な
ど
し
て
総
額

二
万
八
千
円
を
要
す
る
事
業
と
い
う
が
、

県
で
は
財
源
不
足
の
た
め
来
年
度
の
予

算
に
は
計
上
を
し
な
い
と
い
う
。

　
❺【
同
年
十
一
月
三
日
・
軽
井
沢
の
公

園
】
軽
井
沢
公
園
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

当
初
大
正
二
年
の
予
算
に
計
上
し
、
二
、

三
ヶ
年
の
継
続
事
業
と
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
財
政
難
の
た
め
一
、
二
年
延

期
し
て
、
大
正
三
、
四
年
の
予
算
に
計
上

す
る
よ
う
で
あ
る
。因
に
公
園
整
備
の
予

算
は
、本
郷
ド
ク
ト
ル
が
総
事
業
費
二
万

八
千
百
余
円
の
報
告
書
を
県
に
送
付
し

て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

結
び
に

　
本
多
の
提
言
は
、県
予
算
の
関
係
か
ら

す
ぐ
に
実
行
に
移
さ
れ
た
も
の
は
殆
ど

無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
そ
の
内

容
は
、
時
を
追
っ
て
時
を
超
え
て
、
又
形

を
変
え
て
、野
澤
源
次
郎
等
の
実
業
家
や

民
間
資
本
、行
政
等
に
引
き
継
が
れ
徐
々

に
実
現
さ
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
。

　
今
日
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
雲
場
池
、
旧
碓
氷
峠
見
晴

台
、
遊
覧
歩
道
、
離
山
展
望
台
等
は
そ
の

代
表
例
と
い
え
る
が
、昭
和
・
平
成
の
時

代
に
な
っ
て
出
来
た
植
物
園
、矢
ケ
崎
公

園（
池
、
芝
生
広
場
、
児
童
遊
具
、
音
楽

ホ
ー
ル
）な
ど
は
そ
の
精
神
が
受
け
継
が

れ
た
も
の
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　
明
治
の
中
頃
か
ら
日
本
屈
指
の
避
暑

地
と
な
っ
た
軽
井
沢
に
は
大
資
本
が
注

ぎ
込
ま
れ
、自
ず
と
各
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
が
、や
は
り
明
治
・
大
正
期
の

先
人
達
が
成
し
た
礎
が
大
き
か
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。海
外
の

観
光
地
を
実
際
に
視
察
し
た
経
験
の
あ

る
本
多
静
六
だ
か
ら
こ
そ
出
来
た
公
園

整
備
の
提
言
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
改

め
て
感
じ
た
い
次
第
で
あ
る
。

現
在
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
遊
園
地

と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。筆
者
の

推
測
で
は
軽
井
沢
の
場
合
、多
く
の
外
国

人
が
訪
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
影

響
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
、神
戸
市
中
央
区
に

あ
る
「
東
遊
園
地
」
と
い
う
公
園
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。公
園
を
管
理
す
る
事

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と「
東
遊

園
地
は
、
神
戸
の
中
心
に
位
置
す
る
二
・

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
都
市
公
園
で
す
。一
八

六
八
年
（
明
治
元
）
に
神
戸
居
留
地
の
外

国
人
が
使
う
、日
本
初
の
西
洋
式
運
動
公

園
「
外
国
人
居
留
公
園
」
と
し
て
そ
の
歴

史
が
始
ま
り
ま
し
た
」と
い
う
記
述
あ
る
。

　
つ
ま
り
当
時
軽
井
沢
に
は
既
に
多
く

の
外
国
人
が
い
た
こ
と
か
ら
「
遊
園
地
」

と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

は
な
れ
や
ま

く
も
ば
い
け
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矢ケ崎公園から望む離山（1255ｍ）、右後方は浅間山
（2568ｍ）。離山へは2つの登山ルートがあり各60分
程で登頂できる。

旧碓氷峠見晴台、内藤友右衛門により整備されその
後町に寄付された。

雲場池、新緑・紅葉の名所として親しまれている

種
類
の
観
光
用
道
路
を
新
設
し
、そ
こ
に

並
木
を
植
え
て
夏
季
の
涼
し
さ
や
秋
の

紅
葉
、春
の
新
緑
美
等
を
発
揮
さ
せ
る
と

い
う
も
の
で
全
二
十
六
項
目
あ
る
。水
の

活
用
や
湖
の
整
備
、
離
山
へ
の
植
樹
の

他
、芝
生
張
り
の
遊
戯
場
、ス
ケ
ー
ト
場
、

休
憩
所
、展
望
台
、動
物
園
、植
物
園
、果

樹
園
、
公
衆
ト
イ
レ
、
案
内
板
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
保
安
林
、
公
園
管
理
委
員
会
な

ど
を
整
備
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
❸【
大
正
元
年
八
月
二
十
八
日
・
軽
井

沢
遊
園
問
題
】軽
井
沢
は
外
国
人
の
避
暑

地
と
し
て
東
洋
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。（
中
略
）し
か
し
何
分
避
暑
地
と
し
て

の
設
備
が
不
十
分
な
た
め
、土
地
の
有
力

者
等
が
そ
の
対
応
を
協
議
し
、郡
や
県
当

局
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、先
ず
は
衛
生

設
備
を
改
善
し
、次
い
で
観
光
用
道
路
を

整
備
す
る
な
ど
、少
し
ず
つ
整
備
を
進
め

て
き
た
も
の
の
、内
外
か
ら
三
千
人
以
上

が
集
ま
る
避
暑
地
と
し
て
は
、設
備
が
不

完
全
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。こ
の
た

め
本
県
で
は
、公
園
学
専
攻
の
本
郷
ド
ク

ト
ル
に
依
頼
し
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、博
士
の
意
見
は
従
来
か
ら
公
に
言
わ

れ
て
き
た
方
針
と
は
異
な
っ
て
、軽
井
沢

の
風
景
は
自
然
の
ま
ま
既
に
十
分
な
避

暑
公
園
と
い
え
る
の
で
、新
た
な
設
備
を

加
え
る
の
で
あ
れ
ば
自
然
を
壊
さ
な
い

範
囲
に
お
い
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、特
に

離
山
に
車
道
な
ど
を
設
け
る
の
は
自
然

美
を
破
壊
す
る
も
の
だ
と
い
う
。従
っ
て

博
士
が
設
計
し
た
経
費
は
、三
ヶ
年
継
続

事
業
で
総
額
二
万
数
千
円
、こ
れ
に
人
件

費
を
加
え
て
も
三
万
円
未
満（
現
在
の
一

億
二
、
三
千
万
円
に
相
当
）と
い
う
も
の

と
し
て
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、明
治
三
十

年
頃
に
は
避
暑
客
を
受
け
入
れ
る
貸
別

荘
や
ホ
テ
ル
が
営
業
を
開
始
し
た
。こ
の

間
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
碓
氷

峠
の
急
坂
を
上
り
下
り
す
る
ア
プ
ト
式

鉄
道
が
横
川
・
軽
井
沢
間
に
開
業
し
上

野
・
直
江
津
間
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
、

更
に
明
治
四
十
五
年
に
は
ア
プ
ト
式
が

国
内
初
の
電
化
と
な
り
、蒸
気
機
関
車
に

よ
る
ト
ン
ネ
ル
内
の
煤
煙
か
ら
解
放
さ

れ
た
こ
と
等
か
ら
年
々
避
暑
客
が
増
え
て

い
っ
た
。こ
の
頃
は
既
に
国
内
の
著
名
人

や
政
財
界
の
重
鎮
た
ち
が
盛
ん
に
軽
井

沢
を
訪
れ
、
別
荘
を
建
て
た
時
代
で
も

あ
っ
た
。

■
大
洪
水
に
よ
る
復
興
支
援
策
と
し
て

　
こ
う
し
た
順
調
な
発
展
を
遂
げ
て
い

た
軽
井
沢
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。こ

の
年
の
八
月
、東
日
本
を
襲
っ
た
大
風
雨

の
被
害
は
一
府
十
五
県
に
も
及
び
、東
京

府
だ
け
で
も
百
五
十
万
人
が
被
災
し
た

歴
史
的
大
災
害
で
あ
っ
た
。軽
井
沢
町
の

被
害
も
甚
大
で
、旧
道
沿
い
に
は
火
山
灰

や
軽
石
を
含
ん
だ
泥
流
が
流
れ
下
り
、死

者
四
人
を
出
し
た
ほ
か
流
失
・
浸
水
家

屋
が
続
出
す
る
な
ど
壊
滅
的
な
被
害
に

遭
遇
し
た
。

　
軽
井
沢
町
で
は
、こ
の
大
洪
水
か
ら
の

復
興
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

「
軽
井
沢
別
荘
地
の
開
発
計
画
に
お
い
て
、

野
澤
源
次
郎
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
三
人
の
男
」の
一
人
と
し
て
本
多
静
六

の
名
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、今
回
改
め
て

設
計
方
針
に
つ
い
て
調
査
し
た
次
第
で

あ
る
。

　
調
査
は
、本
多
が
百
十
一
年
前
に
現
地

踏
査
を
し
た
丁
度
同
じ
日
の
令
和
四
年

十
月
三
十
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、

軽
井
沢
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
図
書

館
、
植
物
園
の
各
施
設
を
は
じ
め
、
公
園

施
設
の
整
備
箇
所
と
し
て
掲
げ
た
離
山
、

雲
場
池
、
旧
碓
氷
峠
見
晴
台
、
矢
ケ
崎
公

園
の
ほ
か
、新
聞
史
料
調
査
の
た
め
佐
久

市
文
化
財
事
務
所
等
に
お
い
て
行
っ
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
に
改
め
て
謝

意
を
申
し
上
げ
た
い
。

■
避
暑
地
と
し
て
の
軽
井
沢
の
誕
生

　
軽
井
沢
の
避
暑
地
と
し
て
の
始
ま
り

は
、明
治
十
九
年（
一
八
八
六
）に
カ
ナ
ダ

人
宣
教
師
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ク
ロ
フ

ト
・
シ
ョ
ー
が
生
ま
れ
故
郷
の
風
景
に

似
て
い
た
軽
井
沢
を
訪
れ
、ひ
と
夏
を
過

ご
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
内
外
の
知
名
人
が
保
養
の
適
地

■
は
じ
め
に

　
本
多
静
六
が
明
治
四
十
四
年（
一
九
一

一
）
十
月
に
著
し
た
「
軽
井
沢
遊
園
地
設

計
方
針
」（
以
下「
設
計
方
針
」と
い
う
）の

存
在
は
知
っ
て
は
い
た
も
の
の
、「
遊
園

地
」
と
い
う
言
葉
を
現
代
風
に
解
釈
し
、

「
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
安

易
な
理
解
の
も
と
、こ
れ
ま
で
特
段
顧
み

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、偶
然
に
岡
本
八
寿
子
氏

の『
祖
父
野
澤
源
次
郎
の
軽
井
沢
別
荘
地

開
発
史
』（
二
〇
一
八
年
・
㈱
牧
歌
舎
）を

目
に
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
そ
の
中
で

あ
っ
た
が
、翌
年
に
は
ア
プ
ト
式
が
電
化

さ
れ
、内
外
か
ら
の
多
く
の
観
光
客
の
増

加
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、長
野
県
で

は
町
全
体
を
公
園
と
し
て
整
備
す
る
方

針
を
立
て
、当
時
公
園
設
計
の
第
一
人
者

で
あ
っ
た
本
多
静
六
に
公
園
設
計
を
依

頼
し
た
。そ
れ
は
町
の
復
興
と
長
期
的
な

経
済
支
援
を
目
論
ん
だ
取
組
で
あ
っ
た
。

　
本
多
は
依
頼
を
受
け
た
当
時
の
状
況

を
設
計
方
針
の
中
で
、「
軽
井
沢
の
地
は

わ
が
国
で
も
比
類
の
な
い
高
原
的
な
風

景
に
富
ん
で
お
り
、夏
季
の
避
暑
地
と
し

て
素
晴
ら
し
い
特
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
何
ら
公
園
と
し
て
の
設
備
が
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、既
に
年
々
千
人
を
超

え
る
外
国
人
観
光
客
の
ほ
か
、五
千
四
百

人
余
り
の
日
本
人
が
避
暑
に
訪
れ
て
い

ま
す
。年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
の
を

見
れ
ば
、今
後
は
し
っ
か
り
と
し
た
設
備

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
発
展
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
現

代
語
訳
筆
者
、以
下
同
様
）」と
述
べ
て
い

る
。本
多
は
弟
子
の
本
郷
高
徳
と
共
に
現

地
踏
査
に
臨
ん
だ
。

■
公
園
を「
遊
園
地
」と
し
た
理
由

　
本
多
は
設
計
方
針
で
「
軽
井
沢
公
園
」

で
な
く
「
軽
井
沢
遊
園
地
」
と
表
記
し
て

い
る
。何
故
公
園
で
な
く「
遊
園
地
」と
し

た
の
か
。設
計
方
針
の
中
で
は「
遊
園
地
」

は
公
園
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、

本
多
静
六
が
描
い
た
軽
井
沢
全
町
公
園
化
構
想

本
多
静
六
博
士
を
顕
彰
す
る
会

　渋
谷

　克
美

　
こ
れ
ら
の
提
言
が
ど
う
活
か
さ
れ
た

の
か
が
調
査
の
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、小
林

収
著『
避
暑
地
軽
井
沢
』（
一
九
九
九
・
㈱

擽
）
に
は
、
本
多
の
設
計
案
に
つ
い
て
、

「
財
政
大
緊
縮
中
と
あ
っ
て
計
画
は
進
ま

ず
、（
中
略
）実
現
を
見
な
い
ま
ま
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
」と
い
う
記
載
が
あ
り
、
通

説
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、今
回
前
掲
の
岡
村
氏
の
著
書

か
ら
も
、本
多
の
提
言
が
野
澤
源
次
郎
ら

実
業
家
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
が
実
現
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、改
め
て
当
時
の

新
聞
史
料
等
を
も
と
に
調
査
を
行
っ
た
。

■
当
時
の
新
聞
記
事
の
掲
載

　
本
多
が
長
野
県
の
依
頼
を
受
け
、軽
井

沢
の
現
地
踏
査
を
行
っ
た
こ
と
を「
信
濃

佐
久
新
聞
」は
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月

か
ら
翌
大
正
元
年
十
一
月
に
か
け
て
五

回
に
わ
た
り
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
（【
　
】

内
は
発
行
日
と
見
出

し
、
傍
線
及
び
要
旨
口

語
訳
は
筆
者
）。新
聞
か

ら
は
軽
井
沢
が
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と（
❶
、❷
）、本

多
の
公
園
設
計
以
前
に

大
規
模
な
計
画
が
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と（
❸
）、

の
で
あ
る
。外
国
人
を
意
識
し
た
例
と
し

て
設
計
方
針
の
中
で
は
、「
ミ
ル
ク
ホ
ー

ル
で
の
パ
ン
、コ
ー
ヒ
ー
」の
提
供
や「
英

独
仏
三
か
国
語
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

作
成
等
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

■
見
送
ら
れ
た
の
か
、本
多
の
設
計
案

　
本
多
は
明
治
四
十
四
年
十
月
三
十
日
、

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
早
朝
か
ら「
一
日
で

二
日
分
歩
い
た
」
と
言
っ
て
い
る
。軽
井

沢
駅
を
基
点
に
離
山
を
上
り
下
り
し
、雲

場
池
を
見
て
旧
軽
井
沢
を
通
っ
て
碓
氷

峠
の
見
晴
台
へ
、そ
し
て
矢
ケ
崎
公
園
ま

で
歩
い
て
移
動
し
た
よ
う
で
、距
離
的
に

は
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
踏
査
し
た

と
思
わ
れ
る
。調
査
を
し
な
が
ら
の
移
動

を
思
え
ば
大
変
な
労
力
、
脚
力
で
あ
る
。

当
時
四
十
四
歳
の
働
き
盛
り
の
本
多
だ
っ

た
か
ら
出
来
た
強
行
軍
と
も
い
え
る
。

　
本
多
は
踏
査
を
行
っ
た
同
じ
日
に
油

屋
旅
館
の
広
間
に
集
ま
っ
た
関
係
者
を

前
に
軽
井
沢
公
園
の
設
計
方
針
の
大
略

を
述
べ
た
。そ
れ
は
「
土
地
に
あ
る
特
徴

的
な
風
景
を
う
ま
く
活
か
し
て
利
用
す

る
こ
と
」、「
軽
井
沢
は
欧
米
の
大
陸
的
高

原
の
よ
う
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
て
夏

が
涼
し
い
の
で
あ
る
か
ら
も
っ
と
木
陰

を
増
や
す
こ
と
、夏
以
外
の
秋
や
春
の
自

然
美
を
増
長
し
、更
に
冬
の
娯
楽
の
場
を

つ
く
る
こ
と
」を
目
標
に
計
二
十
六
項
目

に
及
ぶ
提
案（
11
頁
参
照
）を
行
っ
た
。

財
政
難
か
ら
計
画
実
現
が
延
期
さ
れ
た

こ
と（
❹
）、計
画
が
延
期
さ
れ
な
が
ら
も

実
現
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と（
❺
）

な
ど
が
判
明
し
た
。

　
❶【
明
治
四
十
四
年
十
一
月
二
十
八

日
・
軽
井
沢
公
園
費
】本
県
の
明
治
四
十

五
年
度
予
算
の
林
業
課
分
と
し
て
、調
査

費
等
の
中
に
軽
井
沢
公
園
の
経
費
と
思

わ
れ
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、こ

れ
は
県
費
で
植
樹
を
行
い
軽
井
沢
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
で
、内
外
の
観
光
客
を

呼
び
込
む
計
画
の
よ
う
で
あ
る
。

　
❷【
同
年
十
二
月
二
十
三
日
・
軽
井
沢

遊
園
地
】本
県
の
来
年
度
予
算
に
軽
井
沢

公
園
整
備
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
の
は
既
報
の
と
お
り
。こ
れ
は
本

多
博
士
が
去
る
十
月
三
十
日
に
現
地
踏

査
し
て
報
告
し
た
も
の
で
、駅
を
中
心
に

大
回
遊
線
、
中
回
遊
線
、
小
回
遊
線
の
三

で
、
当
初
の
七
万
円
説
、
十
万
円
説
に
比

べ
て
三
分
の
一
で
済
む
も
の
で
あ
る
。し

か
し
緊
縮
財
政
の
今
日
、県
会
が
こ
の
費

用
を
認
め
る
か
、又
県
当
局
も
県
会
に
提

案
す
る
か
疑
問
で
あ
る
。県
と
し
て
は
、

軽
井
沢
の
有
志
や
関
心
の
あ
る
人
々
が

一
万
円
位
を
拠
出
し
て
、こ
れ
に
郡
や
県

が
補
助
金
を
出
す
方
法
が
妥
当
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
※
❸
の
記
事
か
ら
本
多
に
代
わ
っ
て

本
郷
と
な
っ
て
お
り
、具
体
的
な
設
計
内

容
に
つ
い
て
は
弟
子
の
本
郷
が
受
け

持
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
❹【
同
年
九
月
十
三
日
・
遊
覧
道
路
延

期
】本
県
に
お
け
る
軽
井
沢
避
暑
地
の
公

園
計
画
は
、専
門
家
の
調
査
を
終
え
た
と

こ
ろ
だ
が
、
総
延
長
三
里
何
丁（
約
十
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）と
い
う
大
回
遊
道
路
を

整
備
し
、そ
の
中
に
遊
歩
道
と
し
て
の
小

回
遊
道
路
を
設
け
、こ
の
二
つ
の
道
路
を

国
道
と
駅
に
連
絡
さ
せ
る
も
の
で
、こ
の

他
植
栽
や
池
を
設
け
る
な
ど
し
て
総
額

二
万
八
千
円
を
要
す
る
事
業
と
い
う
が
、

県
で
は
財
源
不
足
の
た
め
来
年
度
の
予

算
に
は
計
上
を
し
な
い
と
い
う
。

　
❺【
同
年
十
一
月
三
日
・
軽
井
沢
の
公

園
】
軽
井
沢
公
園
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

当
初
大
正
二
年
の
予
算
に
計
上
し
、
二
、

三
ヶ
年
の
継
続
事
業
と
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
財
政
難
の
た
め
一
、
二
年
延

期
し
て
、
大
正
三
、
四
年
の
予
算
に
計
上

す
る
よ
う
で
あ
る
。因
に
公
園
整
備
の
予

算
は
、本
郷
ド
ク
ト
ル
が
総
事
業
費
二
万

八
千
百
余
円
の
報
告
書
を
県
に
送
付
し

て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

結
び
に

　
本
多
の
提
言
は
、県
予
算
の
関
係
か
ら

す
ぐ
に
実
行
に
移
さ
れ
た
も
の
は
殆
ど

無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
そ
の
内

容
は
、
時
を
追
っ
て
時
を
超
え
て
、
又
形

を
変
え
て
、野
澤
源
次
郎
等
の
実
業
家
や

民
間
資
本
、行
政
等
に
引
き
継
が
れ
徐
々

に
実
現
さ
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
。

　
今
日
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
雲
場
池
、
旧
碓
氷
峠
見
晴

台
、
遊
覧
歩
道
、
離
山
展
望
台
等
は
そ
の

代
表
例
と
い
え
る
が
、昭
和
・
平
成
の
時

代
に
な
っ
て
出
来
た
植
物
園
、矢
ケ
崎
公

園（
池
、
芝
生
広
場
、
児
童
遊
具
、
音
楽

ホ
ー
ル
）な
ど
は
そ
の
精
神
が
受
け
継
が

れ
た
も
の
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　
明
治
の
中
頃
か
ら
日
本
屈
指
の
避
暑

地
と
な
っ
た
軽
井
沢
に
は
大
資
本
が
注

ぎ
込
ま
れ
、自
ず
と
各
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
が
、や
は
り
明
治
・
大
正
期
の

先
人
達
が
成
し
た
礎
が
大
き
か
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。海
外
の

観
光
地
を
実
際
に
視
察
し
た
経
験
の
あ

る
本
多
静
六
だ
か
ら
こ
そ
出
来
た
公
園

整
備
の
提
言
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
改

め
て
感
じ
た
い
次
第
で
あ
る
。

現
在
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
遊
園
地

と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。筆
者
の

推
測
で
は
軽
井
沢
の
場
合
、多
く
の
外
国

人
が
訪
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
影

響
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
、神
戸
市
中
央
区
に

あ
る
「
東
遊
園
地
」
と
い
う
公
園
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。公
園
を
管
理
す
る
事

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と「
東
遊

園
地
は
、
神
戸
の
中
心
に
位
置
す
る
二
・

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
都
市
公
園
で
す
。一
八

六
八
年
（
明
治
元
）
に
神
戸
居
留
地
の
外

国
人
が
使
う
、日
本
初
の
西
洋
式
運
動
公

園
「
外
国
人
居
留
公
園
」
と
し
て
そ
の
歴

史
が
始
ま
り
ま
し
た
」と
い
う
記
述
あ
る
。

　
つ
ま
り
当
時
軽
井
沢
に
は
既
に
多
く

の
外
国
人
が
い
た
こ
と
か
ら
「
遊
園
地
」

と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

は
な
れ
や
ま

く
も
ば
い
け
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矢ケ崎公園、中央の軽井沢大賀ホール（音楽専用
施設）、右手は人工池

昭和50年に開園した町立植物園

離山の頂上展望台、奥の山は浅間山

種
類
の
観
光
用
道
路
を
新
設
し
、そ
こ
に

並
木
を
植
え
て
夏
季
の
涼
し
さ
や
秋
の

紅
葉
、春
の
新
緑
美
等
を
発
揮
さ
せ
る
と

い
う
も
の
で
全
二
十
六
項
目
あ
る
。水
の

活
用
や
湖
の
整
備
、
離
山
へ
の
植
樹
の

他
、芝
生
張
り
の
遊
戯
場
、ス
ケ
ー
ト
場
、

休
憩
所
、展
望
台
、動
物
園
、植
物
園
、果

樹
園
、
公
衆
ト
イ
レ
、
案
内
板
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
保
安
林
、
公
園
管
理
委
員
会
な

ど
を
整
備
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
❸【
大
正
元
年
八
月
二
十
八
日
・
軽
井

沢
遊
園
問
題
】軽
井
沢
は
外
国
人
の
避
暑

地
と
し
て
東
洋
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。（
中
略
）し
か
し
何
分
避
暑
地
と
し
て

の
設
備
が
不
十
分
な
た
め
、土
地
の
有
力

者
等
が
そ
の
対
応
を
協
議
し
、郡
や
県
当

局
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、先
ず
は
衛
生

設
備
を
改
善
し
、次
い
で
観
光
用
道
路
を

整
備
す
る
な
ど
、少
し
ず
つ
整
備
を
進
め

て
き
た
も
の
の
、内
外
か
ら
三
千
人
以
上

が
集
ま
る
避
暑
地
と
し
て
は
、設
備
が
不

完
全
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。こ
の
た

め
本
県
で
は
、公
園
学
専
攻
の
本
郷
ド
ク

ト
ル
に
依
頼
し
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、博
士
の
意
見
は
従
来
か
ら
公
に
言
わ

れ
て
き
た
方
針
と
は
異
な
っ
て
、軽
井
沢

の
風
景
は
自
然
の
ま
ま
既
に
十
分
な
避

暑
公
園
と
い
え
る
の
で
、新
た
な
設
備
を

加
え
る
の
で
あ
れ
ば
自
然
を
壊
さ
な
い

範
囲
に
お
い
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、特
に

離
山
に
車
道
な
ど
を
設
け
る
の
は
自
然

美
を
破
壊
す
る
も
の
だ
と
い
う
。従
っ
て

博
士
が
設
計
し
た
経
費
は
、三
ヶ
年
継
続

事
業
で
総
額
二
万
数
千
円
、こ
れ
に
人
件

費
を
加
え
て
も
三
万
円
未
満（
現
在
の
一

億
二
、
三
千
万
円
に
相
当
）と
い
う
も
の

と
し
て
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、明
治
三
十

年
頃
に
は
避
暑
客
を
受
け
入
れ
る
貸
別

荘
や
ホ
テ
ル
が
営
業
を
開
始
し
た
。こ
の

間
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
碓
氷

峠
の
急
坂
を
上
り
下
り
す
る
ア
プ
ト
式

鉄
道
が
横
川
・
軽
井
沢
間
に
開
業
し
上

野
・
直
江
津
間
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
、

更
に
明
治
四
十
五
年
に
は
ア
プ
ト
式
が

国
内
初
の
電
化
と
な
り
、蒸
気
機
関
車
に

よ
る
ト
ン
ネ
ル
内
の
煤
煙
か
ら
解
放
さ

れ
た
こ
と
等
か
ら
年
々
避
暑
客
が
増
え
て

い
っ
た
。こ
の
頃
は
既
に
国
内
の
著
名
人

や
政
財
界
の
重
鎮
た
ち
が
盛
ん
に
軽
井

沢
を
訪
れ
、
別
荘
を
建
て
た
時
代
で
も

あ
っ
た
。

■
大
洪
水
に
よ
る
復
興
支
援
策
と
し
て

　
こ
う
し
た
順
調
な
発
展
を
遂
げ
て
い

た
軽
井
沢
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。こ

の
年
の
八
月
、東
日
本
を
襲
っ
た
大
風
雨

の
被
害
は
一
府
十
五
県
に
も
及
び
、東
京

府
だ
け
で
も
百
五
十
万
人
が
被
災
し
た

歴
史
的
大
災
害
で
あ
っ
た
。軽
井
沢
町
の

被
害
も
甚
大
で
、旧
道
沿
い
に
は
火
山
灰

や
軽
石
を
含
ん
だ
泥
流
が
流
れ
下
り
、死

者
四
人
を
出
し
た
ほ
か
流
失
・
浸
水
家

屋
が
続
出
す
る
な
ど
壊
滅
的
な
被
害
に

遭
遇
し
た
。

　
軽
井
沢
町
で
は
、こ
の
大
洪
水
か
ら
の

復
興
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

「
軽
井
沢
別
荘
地
の
開
発
計
画
に
お
い
て
、

野
澤
源
次
郎
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
三
人
の
男
」の
一
人
と
し
て
本
多
静
六

の
名
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、今
回
改
め
て

設
計
方
針
に
つ
い
て
調
査
し
た
次
第
で

あ
る
。

　
調
査
は
、本
多
が
百
十
一
年
前
に
現
地

踏
査
を
し
た
丁
度
同
じ
日
の
令
和
四
年

十
月
三
十
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、

軽
井
沢
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
図
書

館
、
植
物
園
の
各
施
設
を
は
じ
め
、
公
園

施
設
の
整
備
箇
所
と
し
て
掲
げ
た
離
山
、

雲
場
池
、
旧
碓
氷
峠
見
晴
台
、
矢
ケ
崎
公

園
の
ほ
か
、新
聞
史
料
調
査
の
た
め
佐
久

市
文
化
財
事
務
所
等
に
お
い
て
行
っ
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
に
改
め
て
謝

意
を
申
し
上
げ
た
い
。

■
避
暑
地
と
し
て
の
軽
井
沢
の
誕
生

　
軽
井
沢
の
避
暑
地
と
し
て
の
始
ま
り

は
、明
治
十
九
年（
一
八
八
六
）に
カ
ナ
ダ

人
宣
教
師
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ク
ロ
フ

ト
・
シ
ョ
ー
が
生
ま
れ
故
郷
の
風
景
に

似
て
い
た
軽
井
沢
を
訪
れ
、ひ
と
夏
を
過

ご
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
内
外
の
知
名
人
が
保
養
の
適
地

■
は
じ
め
に

　
本
多
静
六
が
明
治
四
十
四
年（
一
九
一

一
）
十
月
に
著
し
た
「
軽
井
沢
遊
園
地
設

計
方
針
」（
以
下「
設
計
方
針
」と
い
う
）の

存
在
は
知
っ
て
は
い
た
も
の
の
、「
遊
園

地
」
と
い
う
言
葉
を
現
代
風
に
解
釈
し
、

「
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
安

易
な
理
解
の
も
と
、こ
れ
ま
で
特
段
顧
み

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、偶
然
に
岡
本
八
寿
子
氏

の『
祖
父
野
澤
源
次
郎
の
軽
井
沢
別
荘
地

開
発
史
』（
二
〇
一
八
年
・
㈱
牧
歌
舎
）を

目
に
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
そ
の
中
で

あ
っ
た
が
、翌
年
に
は
ア
プ
ト
式
が
電
化

さ
れ
、内
外
か
ら
の
多
く
の
観
光
客
の
増

加
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、長
野
県
で

は
町
全
体
を
公
園
と
し
て
整
備
す
る
方

針
を
立
て
、当
時
公
園
設
計
の
第
一
人
者

で
あ
っ
た
本
多
静
六
に
公
園
設
計
を
依

頼
し
た
。そ
れ
は
町
の
復
興
と
長
期
的
な

経
済
支
援
を
目
論
ん
だ
取
組
で
あ
っ
た
。

　
本
多
は
依
頼
を
受
け
た
当
時
の
状
況

を
設
計
方
針
の
中
で
、「
軽
井
沢
の
地
は

わ
が
国
で
も
比
類
の
な
い
高
原
的
な
風

景
に
富
ん
で
お
り
、夏
季
の
避
暑
地
と
し

て
素
晴
ら
し
い
特
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
何
ら
公
園
と
し
て
の
設
備
が
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、既
に
年
々
千
人
を
超

え
る
外
国
人
観
光
客
の
ほ
か
、五
千
四
百

人
余
り
の
日
本
人
が
避
暑
に
訪
れ
て
い

ま
す
。年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
の
を

見
れ
ば
、今
後
は
し
っ
か
り
と
し
た
設
備

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
発
展
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
現

代
語
訳
筆
者
、以
下
同
様
）」と
述
べ
て
い

る
。本
多
は
弟
子
の
本
郷
高
徳
と
共
に
現

地
踏
査
に
臨
ん
だ
。

■
公
園
を「
遊
園
地
」と
し
た
理
由

　
本
多
は
設
計
方
針
で
「
軽
井
沢
公
園
」

で
な
く
「
軽
井
沢
遊
園
地
」
と
表
記
し
て

い
る
。何
故
公
園
で
な
く「
遊
園
地
」と
し

た
の
か
。設
計
方
針
の
中
で
は「
遊
園
地
」

は
公
園
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、

　
こ
れ
ら
の
提
言
が
ど
う
活
か
さ
れ
た

の
か
が
調
査
の
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、小
林

収
著『
避
暑
地
軽
井
沢
』（
一
九
九
九
・
㈱

擽
）
に
は
、
本
多
の
設
計
案
に
つ
い
て
、

「
財
政
大
緊
縮
中
と
あ
っ
て
計
画
は
進
ま

ず
、（
中
略
）実
現
を
見
な
い
ま
ま
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
」と
い
う
記
載
が
あ
り
、
通

説
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、今
回
前
掲
の
岡
村
氏
の
著
書

か
ら
も
、本
多
の
提
言
が
野
澤
源
次
郎
ら

実
業
家
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
が
実
現
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、改
め
て
当
時
の

新
聞
史
料
等
を
も
と
に
調
査
を
行
っ
た
。

■
当
時
の
新
聞
記
事
の
掲
載

　
本
多
が
長
野
県
の
依
頼
を
受
け
、軽
井

沢
の
現
地
踏
査
を
行
っ
た
こ
と
を「
信
濃

佐
久
新
聞
」は
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月

か
ら
翌
大
正
元
年
十
一
月
に
か
け
て
五

回
に
わ
た
り
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
（【
　
】

内
は
発
行
日
と
見
出

し
、
傍
線
及
び
要
旨
口

語
訳
は
筆
者
）。新
聞
か

ら
は
軽
井
沢
が
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と（
❶
、❷
）、本

多
の
公
園
設
計
以
前
に

大
規
模
な
計
画
が
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と（
❸
）、

の
で
あ
る
。外
国
人
を
意
識
し
た
例
と
し

て
設
計
方
針
の
中
で
は
、「
ミ
ル
ク
ホ
ー

ル
で
の
パ
ン
、コ
ー
ヒ
ー
」の
提
供
や「
英

独
仏
三
か
国
語
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

作
成
等
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

■
見
送
ら
れ
た
の
か
、本
多
の
設
計
案

　
本
多
は
明
治
四
十
四
年
十
月
三
十
日
、

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
早
朝
か
ら「
一
日
で

二
日
分
歩
い
た
」
と
言
っ
て
い
る
。軽
井

沢
駅
を
基
点
に
離
山
を
上
り
下
り
し
、雲

場
池
を
見
て
旧
軽
井
沢
を
通
っ
て
碓
氷

峠
の
見
晴
台
へ
、そ
し
て
矢
ケ
崎
公
園
ま

で
歩
い
て
移
動
し
た
よ
う
で
、距
離
的
に

は
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
踏
査
し
た

と
思
わ
れ
る
。調
査
を
し
な
が
ら
の
移
動

を
思
え
ば
大
変
な
労
力
、
脚
力
で
あ
る
。

当
時
四
十
四
歳
の
働
き
盛
り
の
本
多
だ
っ

た
か
ら
出
来
た
強
行
軍
と
も
い
え
る
。

　
本
多
は
踏
査
を
行
っ
た
同
じ
日
に
油

屋
旅
館
の
広
間
に
集
ま
っ
た
関
係
者
を

前
に
軽
井
沢
公
園
の
設
計
方
針
の
大
略

を
述
べ
た
。そ
れ
は
「
土
地
に
あ
る
特
徴

的
な
風
景
を
う
ま
く
活
か
し
て
利
用
す

る
こ
と
」、「
軽
井
沢
は
欧
米
の
大
陸
的
高

原
の
よ
う
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
て
夏

が
涼
し
い
の
で
あ
る
か
ら
も
っ
と
木
陰

を
増
や
す
こ
と
、夏
以
外
の
秋
や
春
の
自

然
美
を
増
長
し
、更
に
冬
の
娯
楽
の
場
を

つ
く
る
こ
と
」を
目
標
に
計
二
十
六
項
目

に
及
ぶ
提
案（
11
頁
参
照
）を
行
っ
た
。

財
政
難
か
ら
計
画
実
現
が
延
期
さ
れ
た

こ
と（
❹
）、計
画
が
延
期
さ
れ
な
が
ら
も

実
現
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と（
❺
）

な
ど
が
判
明
し
た
。

　
❶【
明
治
四
十
四
年
十
一
月
二
十
八

日
・
軽
井
沢
公
園
費
】本
県
の
明
治
四
十

五
年
度
予
算
の
林
業
課
分
と
し
て
、調
査

費
等
の
中
に
軽
井
沢
公
園
の
経
費
と
思

わ
れ
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、こ

れ
は
県
費
で
植
樹
を
行
い
軽
井
沢
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
で
、内
外
の
観
光
客
を

呼
び
込
む
計
画
の
よ
う
で
あ
る
。

　
❷【
同
年
十
二
月
二
十
三
日
・
軽
井
沢

遊
園
地
】本
県
の
来
年
度
予
算
に
軽
井
沢

公
園
整
備
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
の
は
既
報
の
と
お
り
。こ
れ
は
本

多
博
士
が
去
る
十
月
三
十
日
に
現
地
踏

査
し
て
報
告
し
た
も
の
で
、駅
を
中
心
に

大
回
遊
線
、
中
回
遊
線
、
小
回
遊
線
の
三

で
、
当
初
の
七
万
円
説
、
十
万
円
説
に
比

べ
て
三
分
の
一
で
済
む
も
の
で
あ
る
。し

か
し
緊
縮
財
政
の
今
日
、県
会
が
こ
の
費

用
を
認
め
る
か
、又
県
当
局
も
県
会
に
提

案
す
る
か
疑
問
で
あ
る
。県
と
し
て
は
、

軽
井
沢
の
有
志
や
関
心
の
あ
る
人
々
が

一
万
円
位
を
拠
出
し
て
、こ
れ
に
郡
や
県

が
補
助
金
を
出
す
方
法
が
妥
当
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
※
❸
の
記
事
か
ら
本
多
に
代
わ
っ
て

本
郷
と
な
っ
て
お
り
、具
体
的
な
設
計
内

容
に
つ
い
て
は
弟
子
の
本
郷
が
受
け

持
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
❹【
同
年
九
月
十
三
日
・
遊
覧
道
路
延

期
】本
県
に
お
け
る
軽
井
沢
避
暑
地
の
公

園
計
画
は
、専
門
家
の
調
査
を
終
え
た
と

こ
ろ
だ
が
、
総
延
長
三
里
何
丁（
約
十
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）と
い
う
大
回
遊
道
路
を

整
備
し
、そ
の
中
に
遊
歩
道
と
し
て
の
小

回
遊
道
路
を
設
け
、こ
の
二
つ
の
道
路
を

国
道
と
駅
に
連
絡
さ
せ
る
も
の
で
、こ
の

他
植
栽
や
池
を
設
け
る
な
ど
し
て
総
額

二
万
八
千
円
を
要
す
る
事
業
と
い
う
が
、

県
で
は
財
源
不
足
の
た
め
来
年
度
の
予

算
に
は
計
上
を
し
な
い
と
い
う
。

　
❺【
同
年
十
一
月
三
日
・
軽
井
沢
の
公

園
】
軽
井
沢
公
園
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

当
初
大
正
二
年
の
予
算
に
計
上
し
、
二
、

三
ヶ
年
の
継
続
事
業
と
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
財
政
難
の
た
め
一
、
二
年
延

期
し
て
、
大
正
三
、
四
年
の
予
算
に
計
上

す
る
よ
う
で
あ
る
。因
に
公
園
整
備
の
予

算
は
、本
郷
ド
ク
ト
ル
が
総
事
業
費
二
万

八
千
百
余
円
の
報
告
書
を
県
に
送
付
し

て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

結
び
に

　
本
多
の
提
言
は
、県
予
算
の
関
係
か
ら

す
ぐ
に
実
行
に
移
さ
れ
た
も
の
は
殆
ど

無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
そ
の
内

容
は
、
時
を
追
っ
て
時
を
超
え
て
、
又
形

を
変
え
て
、野
澤
源
次
郎
等
の
実
業
家
や

民
間
資
本
、行
政
等
に
引
き
継
が
れ
徐
々

に
実
現
さ
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
。

　
今
日
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
雲
場
池
、
旧
碓
氷
峠
見
晴

台
、
遊
覧
歩
道
、
離
山
展
望
台
等
は
そ
の

代
表
例
と
い
え
る
が
、昭
和
・
平
成
の
時

代
に
な
っ
て
出
来
た
植
物
園
、矢
ケ
崎
公

園（
池
、
芝
生
広
場
、
児
童
遊
具
、
音
楽

ホ
ー
ル
）な
ど
は
そ
の
精
神
が
受
け
継
が

れ
た
も
の
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　
明
治
の
中
頃
か
ら
日
本
屈
指
の
避
暑

地
と
な
っ
た
軽
井
沢
に
は
大
資
本
が
注

ぎ
込
ま
れ
、自
ず
と
各
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
が
、や
は
り
明
治
・
大
正
期
の

先
人
達
が
成
し
た
礎
が
大
き
か
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。海
外
の

観
光
地
を
実
際
に
視
察
し
た
経
験
の
あ

る
本
多
静
六
だ
か
ら
こ
そ
出
来
た
公
園

整
備
の
提
言
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
改

め
て
感
じ
た
い
次
第
で
あ
る
。

現
在
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
遊
園
地

と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。筆
者
の

推
測
で
は
軽
井
沢
の
場
合
、多
く
の
外
国

人
が
訪
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
影

響
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
、神
戸
市
中
央
区
に

あ
る
「
東
遊
園
地
」
と
い
う
公
園
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。公
園
を
管
理
す
る
事

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と「
東
遊

園
地
は
、
神
戸
の
中
心
に
位
置
す
る
二
・

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
都
市
公
園
で
す
。一
八

六
八
年
（
明
治
元
）
に
神
戸
居
留
地
の
外

国
人
が
使
う
、日
本
初
の
西
洋
式
運
動
公

園
「
外
国
人
居
留
公
園
」
と
し
て
そ
の
歴

史
が
始
ま
り
ま
し
た
」と
い
う
記
述
あ
る
。

　
つ
ま
り
当
時
軽
井
沢
に
は
既
に
多
く

の
外
国
人
が
い
た
こ
と
か
ら
「
遊
園
地
」

と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

　以下の項目は、実現した形は異なるものの、その趣旨は行政や民間事
業者により引き継がれたといえる。
12　一般の人々の休憩所も必要であり、展望の良い所、日陰の場所等に
ベンチを設置する。

16　国内産の樹種で見本林的森林を整備する他、外国種の樹木も別に植
えれば西洋人の郷愁を呼べる。

17　観光客向けの果樹園や花屋の個人経営も奨励する。
19　道路等には日英併記の道標、案内表示をする。
21　国有地の買取若しくは無料使用を交渉する。
22　遊園地内の私有地や国有地の所有管理者に現在ある道路両側20間幅
の樹木は伐採しないよう交渉する。

23　公園内森林は保護林にして開発には制限を設ける。
24　公園内の安全管理や施設維持管理等を行う遊園地委員会を創設する。
25　私有地の寄附、費用の確保等公園整備に必要な業務を行う遊園地設
計委員会を創設する。

26　公園完成後、公園を維持管理していくために必要な専門職員・常勤
職を雇用する。

「軽井沢遊園地設計方針」に示された26の提言
（明治44年(1911)10月30日、軽井沢町油屋旅館）
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矢ケ崎公園、中央の軽井沢大賀ホール（音楽専用
施設）、右手は人工池

昭和50年に開園した町立植物園

離山の頂上展望台、奥の山は浅間山

種
類
の
観
光
用
道
路
を
新
設
し
、そ
こ
に

並
木
を
植
え
て
夏
季
の
涼
し
さ
や
秋
の

紅
葉
、春
の
新
緑
美
等
を
発
揮
さ
せ
る
と

い
う
も
の
で
全
二
十
六
項
目
あ
る
。水
の

活
用
や
湖
の
整
備
、
離
山
へ
の
植
樹
の

他
、芝
生
張
り
の
遊
戯
場
、ス
ケ
ー
ト
場
、

休
憩
所
、展
望
台
、動
物
園
、植
物
園
、果

樹
園
、
公
衆
ト
イ
レ
、
案
内
板
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
保
安
林
、
公
園
管
理
委
員
会
な

ど
を
整
備
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
❸【
大
正
元
年
八
月
二
十
八
日
・
軽
井

沢
遊
園
問
題
】軽
井
沢
は
外
国
人
の
避
暑

地
と
し
て
東
洋
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。（
中
略
）し
か
し
何
分
避
暑
地
と
し
て

の
設
備
が
不
十
分
な
た
め
、土
地
の
有
力

者
等
が
そ
の
対
応
を
協
議
し
、郡
や
県
当

局
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、先
ず
は
衛
生

設
備
を
改
善
し
、次
い
で
観
光
用
道
路
を

整
備
す
る
な
ど
、少
し
ず
つ
整
備
を
進
め

て
き
た
も
の
の
、内
外
か
ら
三
千
人
以
上

が
集
ま
る
避
暑
地
と
し
て
は
、設
備
が
不

完
全
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。こ
の
た

め
本
県
で
は
、公
園
学
専
攻
の
本
郷
ド
ク

ト
ル
に
依
頼
し
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、博
士
の
意
見
は
従
来
か
ら
公
に
言
わ

れ
て
き
た
方
針
と
は
異
な
っ
て
、軽
井
沢

の
風
景
は
自
然
の
ま
ま
既
に
十
分
な
避

暑
公
園
と
い
え
る
の
で
、新
た
な
設
備
を

加
え
る
の
で
あ
れ
ば
自
然
を
壊
さ
な
い

範
囲
に
お
い
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、特
に

離
山
に
車
道
な
ど
を
設
け
る
の
は
自
然

美
を
破
壊
す
る
も
の
だ
と
い
う
。従
っ
て

博
士
が
設
計
し
た
経
費
は
、三
ヶ
年
継
続

事
業
で
総
額
二
万
数
千
円
、こ
れ
に
人
件

費
を
加
え
て
も
三
万
円
未
満（
現
在
の
一

億
二
、
三
千
万
円
に
相
当
）と
い
う
も
の

と
し
て
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、明
治
三
十

年
頃
に
は
避
暑
客
を
受
け
入
れ
る
貸
別

荘
や
ホ
テ
ル
が
営
業
を
開
始
し
た
。こ
の

間
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
碓
氷

峠
の
急
坂
を
上
り
下
り
す
る
ア
プ
ト
式

鉄
道
が
横
川
・
軽
井
沢
間
に
開
業
し
上

野
・
直
江
津
間
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
、

更
に
明
治
四
十
五
年
に
は
ア
プ
ト
式
が

国
内
初
の
電
化
と
な
り
、蒸
気
機
関
車
に

よ
る
ト
ン
ネ
ル
内
の
煤
煙
か
ら
解
放
さ

れ
た
こ
と
等
か
ら
年
々
避
暑
客
が
増
え
て

い
っ
た
。こ
の
頃
は
既
に
国
内
の
著
名
人

や
政
財
界
の
重
鎮
た
ち
が
盛
ん
に
軽
井

沢
を
訪
れ
、
別
荘
を
建
て
た
時
代
で
も

あ
っ
た
。

■
大
洪
水
に
よ
る
復
興
支
援
策
と
し
て

　
こ
う
し
た
順
調
な
発
展
を
遂
げ
て
い

た
軽
井
沢
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。こ

の
年
の
八
月
、東
日
本
を
襲
っ
た
大
風
雨

の
被
害
は
一
府
十
五
県
に
も
及
び
、東
京

府
だ
け
で
も
百
五
十
万
人
が
被
災
し
た

歴
史
的
大
災
害
で
あ
っ
た
。軽
井
沢
町
の

被
害
も
甚
大
で
、旧
道
沿
い
に
は
火
山
灰

や
軽
石
を
含
ん
だ
泥
流
が
流
れ
下
り
、死

者
四
人
を
出
し
た
ほ
か
流
失
・
浸
水
家

屋
が
続
出
す
る
な
ど
壊
滅
的
な
被
害
に

遭
遇
し
た
。

　
軽
井
沢
町
で
は
、こ
の
大
洪
水
か
ら
の

復
興
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

「
軽
井
沢
別
荘
地
の
開
発
計
画
に
お
い
て
、

野
澤
源
次
郎
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
三
人
の
男
」の
一
人
と
し
て
本
多
静
六

の
名
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、今
回
改
め
て

設
計
方
針
に
つ
い
て
調
査
し
た
次
第
で

あ
る
。

　
調
査
は
、本
多
が
百
十
一
年
前
に
現
地

踏
査
を
し
た
丁
度
同
じ
日
の
令
和
四
年

十
月
三
十
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、

軽
井
沢
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
図
書

館
、
植
物
園
の
各
施
設
を
は
じ
め
、
公
園

施
設
の
整
備
箇
所
と
し
て
掲
げ
た
離
山
、

雲
場
池
、
旧
碓
氷
峠
見
晴
台
、
矢
ケ
崎
公

園
の
ほ
か
、新
聞
史
料
調
査
の
た
め
佐
久

市
文
化
財
事
務
所
等
に
お
い
て
行
っ
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
に
改
め
て
謝

意
を
申
し
上
げ
た
い
。

■
避
暑
地
と
し
て
の
軽
井
沢
の
誕
生

　
軽
井
沢
の
避
暑
地
と
し
て
の
始
ま
り

は
、明
治
十
九
年（
一
八
八
六
）に
カ
ナ
ダ

人
宣
教
師
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ク
ロ
フ

ト
・
シ
ョ
ー
が
生
ま
れ
故
郷
の
風
景
に

似
て
い
た
軽
井
沢
を
訪
れ
、ひ
と
夏
を
過

ご
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
内
外
の
知
名
人
が
保
養
の
適
地

■
は
じ
め
に

　
本
多
静
六
が
明
治
四
十
四
年（
一
九
一

一
）
十
月
に
著
し
た
「
軽
井
沢
遊
園
地
設

計
方
針
」（
以
下「
設
計
方
針
」と
い
う
）の

存
在
は
知
っ
て
は
い
た
も
の
の
、「
遊
園

地
」
と
い
う
言
葉
を
現
代
風
に
解
釈
し
、

「
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
安

易
な
理
解
の
も
と
、こ
れ
ま
で
特
段
顧
み

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、偶
然
に
岡
本
八
寿
子
氏

の『
祖
父
野
澤
源
次
郎
の
軽
井
沢
別
荘
地

開
発
史
』（
二
〇
一
八
年
・
㈱
牧
歌
舎
）を

目
に
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
そ
の
中
で

あ
っ
た
が
、翌
年
に
は
ア
プ
ト
式
が
電
化

さ
れ
、内
外
か
ら
の
多
く
の
観
光
客
の
増

加
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、長
野
県
で

は
町
全
体
を
公
園
と
し
て
整
備
す
る
方

針
を
立
て
、当
時
公
園
設
計
の
第
一
人
者

で
あ
っ
た
本
多
静
六
に
公
園
設
計
を
依

頼
し
た
。そ
れ
は
町
の
復
興
と
長
期
的
な

経
済
支
援
を
目
論
ん
だ
取
組
で
あ
っ
た
。

　
本
多
は
依
頼
を
受
け
た
当
時
の
状
況

を
設
計
方
針
の
中
で
、「
軽
井
沢
の
地
は

わ
が
国
で
も
比
類
の
な
い
高
原
的
な
風

景
に
富
ん
で
お
り
、夏
季
の
避
暑
地
と
し

て
素
晴
ら
し
い
特
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
何
ら
公
園
と
し
て
の
設
備
が
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、既
に
年
々
千
人
を
超

え
る
外
国
人
観
光
客
の
ほ
か
、五
千
四
百

人
余
り
の
日
本
人
が
避
暑
に
訪
れ
て
い

ま
す
。年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
の
を

見
れ
ば
、今
後
は
し
っ
か
り
と
し
た
設
備

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
発
展
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
現

代
語
訳
筆
者
、以
下
同
様
）」と
述
べ
て
い

る
。本
多
は
弟
子
の
本
郷
高
徳
と
共
に
現

地
踏
査
に
臨
ん
だ
。

■
公
園
を「
遊
園
地
」と
し
た
理
由

　
本
多
は
設
計
方
針
で
「
軽
井
沢
公
園
」

で
な
く
「
軽
井
沢
遊
園
地
」
と
表
記
し
て

い
る
。何
故
公
園
で
な
く「
遊
園
地
」と
し

た
の
か
。設
計
方
針
の
中
で
は「
遊
園
地
」

は
公
園
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、

　
こ
れ
ら
の
提
言
が
ど
う
活
か
さ
れ
た

の
か
が
調
査
の
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、小
林

収
著『
避
暑
地
軽
井
沢
』（
一
九
九
九
・
㈱

擽
）
に
は
、
本
多
の
設
計
案
に
つ
い
て
、

「
財
政
大
緊
縮
中
と
あ
っ
て
計
画
は
進
ま

ず
、（
中
略
）実
現
を
見
な
い
ま
ま
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
」と
い
う
記
載
が
あ
り
、
通

説
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、今
回
前
掲
の
岡
村
氏
の
著
書

か
ら
も
、本
多
の
提
言
が
野
澤
源
次
郎
ら

実
業
家
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
が
実
現
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、改
め
て
当
時
の

新
聞
史
料
等
を
も
と
に
調
査
を
行
っ
た
。

■
当
時
の
新
聞
記
事
の
掲
載

　
本
多
が
長
野
県
の
依
頼
を
受
け
、軽
井

沢
の
現
地
踏
査
を
行
っ
た
こ
と
を「
信
濃

佐
久
新
聞
」は
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月

か
ら
翌
大
正
元
年
十
一
月
に
か
け
て
五

回
に
わ
た
り
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
（【
　
】

内
は
発
行
日
と
見
出

し
、
傍
線
及
び
要
旨
口

語
訳
は
筆
者
）。新
聞
か

ら
は
軽
井
沢
が
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と（
❶
、❷
）、本

多
の
公
園
設
計
以
前
に

大
規
模
な
計
画
が
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と（
❸
）、

の
で
あ
る
。外
国
人
を
意
識
し
た
例
と
し

て
設
計
方
針
の
中
で
は
、「
ミ
ル
ク
ホ
ー

ル
で
の
パ
ン
、コ
ー
ヒ
ー
」の
提
供
や「
英

独
仏
三
か
国
語
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

作
成
等
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

■
見
送
ら
れ
た
の
か
、本
多
の
設
計
案

　
本
多
は
明
治
四
十
四
年
十
月
三
十
日
、

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
早
朝
か
ら「
一
日
で

二
日
分
歩
い
た
」
と
言
っ
て
い
る
。軽
井

沢
駅
を
基
点
に
離
山
を
上
り
下
り
し
、雲

場
池
を
見
て
旧
軽
井
沢
を
通
っ
て
碓
氷

峠
の
見
晴
台
へ
、そ
し
て
矢
ケ
崎
公
園
ま

で
歩
い
て
移
動
し
た
よ
う
で
、距
離
的
に

は
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
踏
査
し
た

と
思
わ
れ
る
。調
査
を
し
な
が
ら
の
移
動

を
思
え
ば
大
変
な
労
力
、
脚
力
で
あ
る
。

当
時
四
十
四
歳
の
働
き
盛
り
の
本
多
だ
っ

た
か
ら
出
来
た
強
行
軍
と
も
い
え
る
。

　
本
多
は
踏
査
を
行
っ
た
同
じ
日
に
油

屋
旅
館
の
広
間
に
集
ま
っ
た
関
係
者
を

前
に
軽
井
沢
公
園
の
設
計
方
針
の
大
略

を
述
べ
た
。そ
れ
は
「
土
地
に
あ
る
特
徴

的
な
風
景
を
う
ま
く
活
か
し
て
利
用
す

る
こ
と
」、「
軽
井
沢
は
欧
米
の
大
陸
的
高

原
の
よ
う
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
て
夏

が
涼
し
い
の
で
あ
る
か
ら
も
っ
と
木
陰

を
増
や
す
こ
と
、夏
以
外
の
秋
や
春
の
自

然
美
を
増
長
し
、更
に
冬
の
娯
楽
の
場
を

つ
く
る
こ
と
」を
目
標
に
計
二
十
六
項
目

に
及
ぶ
提
案（
11
頁
参
照
）を
行
っ
た
。

財
政
難
か
ら
計
画
実
現
が
延
期
さ
れ
た

こ
と（
❹
）、計
画
が
延
期
さ
れ
な
が
ら
も

実
現
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と（
❺
）

な
ど
が
判
明
し
た
。

　
❶【
明
治
四
十
四
年
十
一
月
二
十
八

日
・
軽
井
沢
公
園
費
】本
県
の
明
治
四
十

五
年
度
予
算
の
林
業
課
分
と
し
て
、調
査

費
等
の
中
に
軽
井
沢
公
園
の
経
費
と
思

わ
れ
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、こ

れ
は
県
費
で
植
樹
を
行
い
軽
井
沢
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
で
、内
外
の
観
光
客
を

呼
び
込
む
計
画
の
よ
う
で
あ
る
。

　
❷【
同
年
十
二
月
二
十
三
日
・
軽
井
沢

遊
園
地
】本
県
の
来
年
度
予
算
に
軽
井
沢

公
園
整
備
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
の
は
既
報
の
と
お
り
。こ
れ
は
本

多
博
士
が
去
る
十
月
三
十
日
に
現
地
踏

査
し
て
報
告
し
た
も
の
で
、駅
を
中
心
に

大
回
遊
線
、
中
回
遊
線
、
小
回
遊
線
の
三

で
、
当
初
の
七
万
円
説
、
十
万
円
説
に
比

べ
て
三
分
の
一
で
済
む
も
の
で
あ
る
。し

か
し
緊
縮
財
政
の
今
日
、県
会
が
こ
の
費

用
を
認
め
る
か
、又
県
当
局
も
県
会
に
提

案
す
る
か
疑
問
で
あ
る
。県
と
し
て
は
、

軽
井
沢
の
有
志
や
関
心
の
あ
る
人
々
が

一
万
円
位
を
拠
出
し
て
、こ
れ
に
郡
や
県

が
補
助
金
を
出
す
方
法
が
妥
当
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
※
❸
の
記
事
か
ら
本
多
に
代
わ
っ
て

本
郷
と
な
っ
て
お
り
、具
体
的
な
設
計
内

容
に
つ
い
て
は
弟
子
の
本
郷
が
受
け

持
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
❹【
同
年
九
月
十
三
日
・
遊
覧
道
路
延

期
】本
県
に
お
け
る
軽
井
沢
避
暑
地
の
公

園
計
画
は
、専
門
家
の
調
査
を
終
え
た
と

こ
ろ
だ
が
、
総
延
長
三
里
何
丁（
約
十
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）と
い
う
大
回
遊
道
路
を

整
備
し
、そ
の
中
に
遊
歩
道
と
し
て
の
小

回
遊
道
路
を
設
け
、こ
の
二
つ
の
道
路
を

国
道
と
駅
に
連
絡
さ
せ
る
も
の
で
、こ
の

他
植
栽
や
池
を
設
け
る
な
ど
し
て
総
額

二
万
八
千
円
を
要
す
る
事
業
と
い
う
が
、

県
で
は
財
源
不
足
の
た
め
来
年
度
の
予

算
に
は
計
上
を
し
な
い
と
い
う
。

　
❺【
同
年
十
一
月
三
日
・
軽
井
沢
の
公

園
】
軽
井
沢
公
園
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

当
初
大
正
二
年
の
予
算
に
計
上
し
、
二
、

三
ヶ
年
の
継
続
事
業
と
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
財
政
難
の
た
め
一
、
二
年
延

期
し
て
、
大
正
三
、
四
年
の
予
算
に
計
上

す
る
よ
う
で
あ
る
。因
に
公
園
整
備
の
予

算
は
、本
郷
ド
ク
ト
ル
が
総
事
業
費
二
万

八
千
百
余
円
の
報
告
書
を
県
に
送
付
し

て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

結
び
に

　
本
多
の
提
言
は
、県
予
算
の
関
係
か
ら

す
ぐ
に
実
行
に
移
さ
れ
た
も
の
は
殆
ど

無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
そ
の
内

容
は
、
時
を
追
っ
て
時
を
超
え
て
、
又
形

を
変
え
て
、野
澤
源
次
郎
等
の
実
業
家
や

民
間
資
本
、行
政
等
に
引
き
継
が
れ
徐
々

に
実
現
さ
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
。

　
今
日
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
雲
場
池
、
旧
碓
氷
峠
見
晴

台
、
遊
覧
歩
道
、
離
山
展
望
台
等
は
そ
の

代
表
例
と
い
え
る
が
、昭
和
・
平
成
の
時

代
に
な
っ
て
出
来
た
植
物
園
、矢
ケ
崎
公

園（
池
、
芝
生
広
場
、
児
童
遊
具
、
音
楽

ホ
ー
ル
）な
ど
は
そ
の
精
神
が
受
け
継
が

れ
た
も
の
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　
明
治
の
中
頃
か
ら
日
本
屈
指
の
避
暑

地
と
な
っ
た
軽
井
沢
に
は
大
資
本
が
注

ぎ
込
ま
れ
、自
ず
と
各
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
が
、や
は
り
明
治
・
大
正
期
の

先
人
達
が
成
し
た
礎
が
大
き
か
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。海
外
の

観
光
地
を
実
際
に
視
察
し
た
経
験
の
あ

る
本
多
静
六
だ
か
ら
こ
そ
出
来
た
公
園

整
備
の
提
言
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
改

め
て
感
じ
た
い
次
第
で
あ
る
。

現
在
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
遊
園
地

と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。筆
者
の

推
測
で
は
軽
井
沢
の
場
合
、多
く
の
外
国

人
が
訪
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
影

響
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
、神
戸
市
中
央
区
に

あ
る
「
東
遊
園
地
」
と
い
う
公
園
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。公
園
を
管
理
す
る
事

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と「
東
遊

園
地
は
、
神
戸
の
中
心
に
位
置
す
る
二
・

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
都
市
公
園
で
す
。一
八

六
八
年
（
明
治
元
）
に
神
戸
居
留
地
の
外

国
人
が
使
う
、日
本
初
の
西
洋
式
運
動
公

園
「
外
国
人
居
留
公
園
」
と
し
て
そ
の
歴

史
が
始
ま
り
ま
し
た
」と
い
う
記
述
あ
る
。

　
つ
ま
り
当
時
軽
井
沢
に
は
既
に
多
く

の
外
国
人
が
い
た
こ
と
か
ら
「
遊
園
地
」

と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

　以下の項目は、実現した形は異なるものの、その趣旨は行政や民間事
業者により引き継がれたといえる。
12　一般の人々の休憩所も必要であり、展望の良い所、日陰の場所等に
ベンチを設置する。

16　国内産の樹種で見本林的森林を整備する他、外国種の樹木も別に植
えれば西洋人の郷愁を呼べる。

17　観光客向けの果樹園や花屋の個人経営も奨励する。
19　道路等には日英併記の道標、案内表示をする。
21　国有地の買取若しくは無料使用を交渉する。
22　遊園地内の私有地や国有地の所有管理者に現在ある道路両側20間幅
の樹木は伐採しないよう交渉する。

23　公園内森林は保護林にして開発には制限を設ける。
24　公園内の安全管理や施設維持管理等を行う遊園地委員会を創設する。
25　私有地の寄附、費用の確保等公園整備に必要な業務を行う遊園地設
計委員会を創設する。

26　公園完成後、公園を維持管理していくために必要な専門職員・常勤
職を雇用する。

「軽井沢遊園地設計方針」に示された26の提言
（明治44年(1911)10月30日、軽井沢町油屋旅館）

（　）（　）11 10本多静六通信 第32号 本多静六通信 第32号

　　 本多静六が唱えた提言の要旨 現在の軽井沢の様子

１

道路整備が一番の課題：観光用の大中小の三種の回遊道
路を整備する。大回遊路は健脚な人向け、中回遊路は主
に車道用に、小回遊路は１、2時間の散歩道として随所に
整備する。

　本多が提言した軽井沢を一周する大回遊路に相当する
道路はないが、中・小回遊路に相当する道路は整備されて
いる。特に旧碓氷峠見晴台からの「旧碓氷峠遊覧歩道」
は本多の提言が具体的に反映されたものといえる。

２

水辺景観の充実：軽井沢には水辺の景観が不足してい
るので、雲場川に堰を設けて雲場池を整備し魚を放流す
る。両岸に歩道をつくり、樹木のない所には補植をして景
観を豊かにする。

　大正時代に本多の提案を反映させる形で、野澤源次郎
によって整備されたと推察される。池が整備される前は湿
地に近い状況であったことが伺われる。軽井沢を代表す
る景観の一つであり新緑と紅葉が特に美しい。

３

湖水を人工的に造り様々な施設を整備する：矢ケ崎川を
利用して湖水を造り、夏はボート遊び、冬はスケートが楽
しめるようにする。湖畔では食事のほか音楽を楽しめる施
設を整備する。

　矢ケ崎公園内には池、芝生広場、音楽施設（大賀ホー
ル）、児童遊具、町営駐車場等が整備されている。同じく
人造湖である塩沢湖ではボート遊びができる。時代の隔
たりは大きいが本多の描いた構想に近い。

４
植樹により四季の彩りを豊かにする：四季の彩を豊かにす
るため離山東南の山腹にモミ、カエデ、カシワ、ナラ等を
混植する。

　明治期の離山は「テーブルマウンテン」と呼ばれるほど
樹木が少なく山容が露わであったが、現在は高木に覆わ
れ紅葉に彩を添えている。

５ 高原的原野の美を発揮させるため原野の古草は毎年刈り
取る。場所によっては国内外の草花を栽培する。

　高原的原野とは趣が異なるものの、町内各所にあるゴル
フ場が形を変えて存在しているように感じられる。

６
観光客が散歩を楽しめるよう休憩できる場所を各所に整
備し、ベンチを置き清潔な環境の中で休憩、散歩ができる
ようにする。

　町内の観光スポットにはベンチや公衆トイレがある。

７ 大勢が一堂に集える観覧席つき芝生広場（遊戯場）を整
備する。

　矢ケ崎公園内の芝生広場をはじめ、町営施設がその役
割を担っている。

８ 四季の景観を豊かにするため道路並木にカエデ類を植え
て、新緑や紅葉により色彩に変化をもたす。 　街路樹が植えられ四季の彩を添えている。

９ 冬季の娯楽のためのスケート場を整備する。 　軽井沢風越公園アイスアリーナをはじめ複数のスケー
ト場がある。

10 清潔で便利な手洗水と飲料水は別々にして、休憩所と少
し離れた場所に整備する。 　町内の要所要所に公衆トイレが整備されている。

11 娯楽は子どもにも必要なので遊具を設置する。 　矢ケ崎公園に児童用遊具が設置されている。

13 見晴台や離山に展望台を設け売店を置く。 　旧碓氷峠や離山には見晴台や東屋が整備されており、
旧碓氷峠には売店もある。

14 動物園を整備し、ミルクホールではパン、コーヒー、紅茶
等の飲食を販売する。

　動物園が整備された記録はないが、町内には数多くの
洋食店が営業している。

15 植物園の整備 　昭和50年に軽井沢町立植物園が整備されている。

18 公衆トイレは交通量の多い場所に直接人目にふれないよ
うに整備する。 　町内の要所要所に公衆トイレが整備されている。

20
公園のパンフレットは英語、独語、仏語の３ヶ国語で作成
し、上野や高崎、名古屋、新潟等主要な駅のほか大都市
や日光、箱根等のホテルにも置く。

　観光協会のパンフレットには、日本語の他英語、中国
語、韓国語が併記されている。



参加者の皆さん（日比谷公園内の首かけイチョウ前で）

明治神宮の森について説明を受ける参加者

本
多
静
六
博
士
を
顕
彰
す
る
会

　
　
　
　
　
副
会
長
　
斎
藤
　
悦
男

　
令
和
五
年
十
一
月
九
日
、
本
会
と
久

喜
市
と
の
共
催
に
よ
る
本
多
静
六
博
士

ゆ
か
り
の
地
訪
問
事
業
に
、
市
民
二
十

五
名
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
比
谷
公
園
は
開
園
当
時
司
法
省
、

鹿
鳴
館
、
帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
に
囲
ま

れ
、
近
代
東
京
を
象
徴
す
る
洋
風
公
園

と
し
て
明
治
三
十
六
年
に
開
園
し
、
今

年
で
百
二
十
年
。
設
計
は
建
築
家
辰
野

金
吾
と
の
出
会
い
を
契
機
に
、
多
く
の

案
の
中
か
ら
本
多
静
六
案
が
選
ば
れ
ま

ど
れ
を
見
て
も
す
ご
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　
職
員
の
方
の
丁
寧
な
説
明
を
受
け
な

が
ら
見
て
廻
り
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。

　
季
節
外
れ
の
暑
さ
（
二
十
七
度
）

で
、
軽
や
か
な
服
装
で
も
汗
を
か
く
程

の
陽
気
に
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
と
見
せ
て
頂
き
、
幸
せ
を

感
じ
る
実
り
多
い
ゆ
か
り
の
地
訪
問
の

一
日
で
し
た
。

■
ゆ
か
り
の
地
訪
問
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邉
　
利
章

　
今
回
の
研
修
で
改
め
て
感
じ
た
こ

と
。
そ
れ
は
、
今
の
私
た
ち
は
、
本
多

静
六
博
士
が
苦
労
し
て
設
計
し
た
「
日

比
谷
公
園
」
と
「
明
治
神
宮
の
森
」
か

し
た
。
今
も
人
々
の
心
を
癒
す
大
都
会

の
オ
ア
シ
ス
で
す
。

　
明
治
神
宮
の
境
内
地
七
十
㌶
は
、
元

は
井
伊
家
別
邸
六
十
㌶
と
練
兵
場
十

㌶
、
樹
林
地
は
わ
ず
か
で
、
大
部
分
が

田
畑
や
草
原
、
沼
地
で
森
林
は
現
在
の

五
分
の
一
程
で
し
た
。
大
正
四
年
か
ら

造
営
が
始
ま
り
ま
す
が
、
全
国
か
ら
の

十
万
本
余
の
献
木
等
に
よ
っ
て
造
成
さ

れ
た
人
工
林
で
す
。

　
当
日
は
明
治
神
宮
技
官
の
中
村
様
が

森
の
中
の
小
さ
な
樹
々
を
指
さ
し
、
天

然
更
新
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
以
下
、
参
加
さ
れ
た
方
の
感
想
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
日
比
谷
公
園
を
訪
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
敏
子

　
十
一
月
九
日
木
曜
日
午
前
十
時
過
ぎ

に
日
比
谷
公
園
に
着
き
、
先
ず
は
講
堂

に
入
り
座
学
。
職
員
の
説
明
を
受
け
て

か
ら
日
本
で
最
も
古
い
西
洋
式
公
園
へ

出
て
歩
き
な
が
ら
の
説
明
で
、
こ
の
公

園
で
最
も
有
名
な
首
か
け
イ
チ
ョ
ウ
の

前
で
は
、
幹
周
り
が
六
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
が
二
十
メ
ー
ト
ル
と
空
に
そ
び
え
る

程
の
大
き
さ
で
び
っ
く
り
、
未
だ
黄
葉

に
は
至
ら
ず
青
い
葉
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
又
、
バ
ラ
や
季
節
外
れ
の
真
っ
赤

な
デ
イ
ゴ
の
花
な
ど
が
公
園
を
鮮
や
か

に
し
て
い
ま
し
た
。
雲
形
池
の
噴
水
で

水
を
吐
く
鶴
の
姿
も
見
る
事
が
出
来
、

ら
、〝
精
神
的
に
も
環
境
的
に
も
多
大

な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
で
は
〞と
い

う
こ
と
で
す
。

　
日
比
谷
公
園
は
、
百
二
十
年
経
っ
た

今
で
も
み
ん
な
の
憩
い
の
場
で
す
。
門

や
草
花
、
樹
々
、
お
よ
び
路
や
池
な
ど

が
斬
新
に
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
明
る
い

綺
麗
な
公
園
で
す
。
ベ
ン
チ
で
昼
食
を

と
り
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
談
笑
し
て
い

る
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
見
る
と
、
本

多
静
六
博
士
に
〝
少
し
感
謝
し
た

ら
！
〞と
心
の
中
で
は
叫
び
た
く
な
り

ま
し
た
ね
。

　
明
治
神
宮
で
は
、
担
当
者
か
ら〝
こ

の
木
は
自
己
生
存
の
た
め
自
分
で
液
体

を
出
し
害
に
な
る
菌
を
包
ん
で
殺

す
。
〞と
い
う
驚
き
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
樹
木
ま
で
自
己
防
衛
本
能
が
あ

る
の
で
す
ね
。
ま
た
、
鬱
蒼
と
し
た
常

緑
広
葉
樹
は
ど
れ
程
の
空
気
清
浄
を
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
都
心
の
汚
れ
た

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
き
っ
と
多
量

の
酸
素
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
感
謝
！

ゆ
か
り
の
地
訪
問

令
和
五
年
度
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